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豊
後
國
志 

巻
之
六 

  

直
入
郡 

延
喜
民
部
省
式
の
郡
次
。
直
入
を
以
て
第
三
と
為
す
。
今
、
官
制
は
第
五
と
為
す
。

弘
安
図
田
牒
は
第
三
と
為
す
。
日
本
紀
の
景
行
紀
は
直
入
縣
に
作
る
。
万
葉
集
は
名
欲
に
作
る
。
風

土
記
に
曰
く
、
昔
、
郡
の
東
の
垂
水
村
に
桑
有
り
。
之
生
、
其
の
高
さ
極
め
て
陵

（た
か
）
く
、
枝

幹
は
直
ぐ
美
し
。
俗
に
直
桑
村
と
名
づ
く
。
後
の
人
改
め
て
直
入
郡
と
い
う
な
り
。
按
ず
る
に
、
垂

水
村
は
今
廃

（す
た
）
る
。
け
だ
し
郡
の
東
に
桑
迫
村
有
り
。
ま
た
七
里
村
に
は
桑
木
原
有
り
。
或

い
は
是
、
其
の
遺
り
な
り
。 

 

郷
名 

第
四 

風
土
記
を
按
ず
る
に
、
曰
く
郷
肆
所
は
唯
、
柏
原
、
球
覃
の
二
郷
の
み
に
て
其
の
二

は
闕

（け
つ
。
註

：
「欠
」
の
意
）。
球
覃
は
す
な
わ
ち
朽
網
な
り
。
倭
名
鈔
は
、
三
宅
、
直
入
、

三
宅
の
三
郷
あ
り
。
け
だ
し

一
の
三
宅
は
恐
ら
く
衍

（え
ん
。
註

：
「誤
り
」
の
意
）。
是
ま
た
二

郷
。
且
つ
其
の
二
は
闕
。
今
、
二
書
を
合
わ
せ
其
の
全
て
を
得
た
り
。
曰
く
柏
原
、
曰
く
朽
網
、

曰
く
直
入
、
曰
く
三
宅
が
是
な
り
。
け
だ
し
直
入
は
後
改
め
て
入
田
と
い
う
。
ま
た
、
倭
名
鈔
を

按
ず
る
に
、
来
民
、
朽
網
の
二
郷
を
以
て
誤
り
て
肥
後
國
山
鹿
郡
に
入
る
る
。
彼
に
お
い
て
校
す

る
に
、
す
な
わ
ち
此
の
郷
に
無
し
。
而
し
て
来
民
、
朽
網
は

一
郷
名
な
り
。
但
し
、
文
の
異
な
る

の
み
。
皆
転
じ
写
し
致
す
所
な
り
。 

 

入
田 

倭
名
鈔
は
直
入
に
作
る
。
弘
安
注
進
牒
は
入
田
に
作
る
。
精
し
く
之
を
校
す
る
に
、
す
な
わ

ち
直
入
郷
な
り
。
今
は
之
に
従
う
。 

柏
原 

風
土
記
に
曰
く
、
昔
は
こ
の
村
は
柏
樹
多
く
生
る
。
因
り
て
柏
原
郷
と
い
う
。
今
な
お
然
り
。 

三
宅 

日
本
紀
安
閑
紀
に
曰
く
、
二
年
五
月
、
豊
國
の
我
鹿
屯
倉

（み
や
け
）
を
置
く
。
按
ず
る
に

古
は
屯
倉
を
置
く
の
処
。
後
の
人
、
皆
屯
倉
と
称
す
。
我
鹿
は
後
に
阿
鹿
に
作
る
。
け
だ
し
我
と

阿
は
方
音
相
通
ず
。
鹿
の
方
音
は
加
。
其
の
地
は
刈
小
野
村
に
在
り
。
今
は
呼
び
て
阿
志
加
野
と

い
う
。
三
宅
郷
内
に
在
り
。
け
だ
し
其
の
旧
跡
な
ら
ん
。 

朽
網 

日
本
紀
景
行
紀
は
来
田
見
に
作
る
。
万
葉
集
は
朽
網
に
作
る
。
風
土
記
は
球
覃
に
作
る
。
倭

名
鈔
ひ
と
つ
は
来
民
に
作
る
。
後
の
人
或
い
は
救
民
に
作
る
か
。
風
土
記
に
曰
く
、
此
の
村
泉
有

り
。
景
行
天
皇
行
幸
の
時
、
奉
膳
の
人
、
御
飲
に
於
い
て
擬
す
、
泉
水
を
汲
ま
し
む
。
す
な
わ
ち

蛇
◆

（註

：
判
読
不
能
）
有
り
。
こ
こ
に
於
い
て
天
皇
勅
し
て
曰
く
、
も
し
将
に
臰
あ
ら
ん
と
す

れ
ば
汲
み
用
い
せ
し
め
ん
。
斯
れ
に
因
り
臰
泉

（く
さ
み
）
と
い
う
。
因
り
て
名
と
為
す
。
今
、

球
覃
郡
と
い
う
は
訛
な
り
。 

 

村
里 

村
三
百
四
十
二 

村
三
百
十
四
、
支
二
十
八
、
通
計
三
百
四
十
二
村
な
り 

 

小
高
野 

門
田 

市
之
瀬 

中
尾 

八
瀬

（
一
に
八
世
に
作
る
） 

篠
尾 

山
田 

両
台
小
野 

長

小
野 

粟
津 

河
原
立 

中
畠 

岩
本 

猿
口 

篠
田

（上
下
二
村
有
り
） 

恵
良 

阿
蔵 

玉
来 

拝
田
原 

桜
瀬 

鶴
原 

鑰
畠 

上
矢
倉 

下
矢
倉 

君
箇
園 

櫔
瀬 

荘
屋 

岩
瀬 

大
中
島 

漆
迫 

向
山
田 

穴
井
迫 

薊
菜 

渡
瀬 

山
中 

山
口 

宇
土

（旧
は
甘
菅
と
い
う
） 

矢
原 

大
仲
寺 

神
宮
寺 

大
津
留 

蔵
本 

長
田 

太
田

（旧
は
牧
と
い
う
） 

平
原 

江
内
戸 

政
所 

平 

倉
木 

田
井 

横
平 

神
原

（旧
は
横
平
と
い
う
） 

振
顔
野

（旧
は
畠
と
い
う
） 

波
来
合 

井
手
上

（旧
は
戸
下
と
い
う
） 

舞
渡 

中
角 

辻
原 

高
山 

國
重 

宮
砥 

名
子
園 

次
倉 

井
伏

（次
倉
の
支
） 

中
迫

（同
上
） 

南
迫

（同
上
） 

神
田

（同
上
） 

瀬
野
口

（旧
は
上
瀬

口
と
い
う
） 

長
迫 

下
戸 

安
養
寺 

田
原 

鹿
風
紺
屋 

久
尾
野 

九
重
野

（旧
は
代
瀧
辺
と
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い
う
） 

高
源
寺 

中
尾

（旧
は
尾
と
い
う
） 

小
川 

百
木 

二
俣 

 
 
 

以
上
、
八
十

一
村
。
旧
は
入
田
郷
に
属
す
。
郷
は
郡
の
南
に
在
り
。 

 
陽
目 

新
藤 

枳 

八
尾 

鞭
面 

叶
野 

中
山 

矢
所

（旧
は
高
練
木
と
い
う
） 

河
宇
田 

池

原 
宮
園 

柏
原 

中
原 

入
佐 

瓜
作 

郷
原 

宮
平 

井
堀 

田
代 

戸
下 

下
迫 

西
福

寺 

尾
崎 
吉
野 

今

（旧
は
大
今
と
い
う
） 

中
畠 

舞
次 

鴫
田 

山
崎 

平
原 

火
渡 

桑

木 

小
畠 
馬
場 

藤
渡 

木
下 

瀧
水 

切
渡 

原
山 

馬
渡 

宮
園 

蒔
迫 

新
藤 

野
鹿 

上
行
年 

下
行
年 

谷
尻 

恵
良
原

（旧
に
原
と
い
う
） 

恵
良 

高
城 

瀬
目 

井
戸 

馬
脊
野 

下
津
江 

田
代 
甘
橡 

菅
生

（上
下
二
村
有
り
） 

大
塚

（旧
は
戸
上
と
い
う
） 

小
塚 

池
部 

今 

栗
木

（旧
は
宮
園
と
い
う
） 

塚
原 

石
井 

楠
野 

川
床 

長
田 

芹
川 

中
山 

西
園 

仲 

紙
漉 

山
田 

添
箇
津
留 

屋
形 

木

（添
箇
津
留
の
支
） 

米
加 

峯
越 

瓜
尾
迫 

 
 
 

以
上
八
十

一
村
。
旧
は
柏
原
郷
に
属
す
。
郷
は
郡
の
西
に
在
り
。 

 

竹
田 

山
手 

久
原 

荒
巻 

坂
折 
塩
付 

瀬
口 

鹿
口

（瀬
口
の
支
） 

下
水 

田
原 

七
里 

平 

左
右
水 

植
木

（
一
に
政
所
と
い
う
） 
萩
迫

（植
木
の
支
） 

鬼
田

（同
上
） 

法
木 

柿

木 

折
立 

内
倉 

平 

小
仲
尾 

古
園 

木
節 

中
野 

長
田

（旧
は
西
長
田
と
い
う
） 

雉
箇

平 

長
迫 

十
川 

挾
田 

柴
栗 

梅
木 

部
動
寺 

眞
菰 

枝 

千
引 

高
尾 

眞
米 

井
掘 

小
賀 

早
水 

村
挾 

中 

楠
山 

立
石 

井
無
田 
田
平 

田
島

（田
平
の
支
） 

入
草

（同
上
） 

小
高
野

（同
上
） 

山
口

（同
上
。
一
に
山
田
と
い
う
） 
山
路 

長
慶
院 

辻
迫

（長
慶
院
の
支
） 

森
屋 

高
伏 

橋
宇
津 

古
殿

（橋
宇
津
の
支
） 

和
泉

（旧
は
法
泉
菴
と
い
う
） 

木
原 

原

（旧

は
柿
木
と
い
う
） 

轟 

鍛
冶
屋 

神
田 

鉢
山 

北
尾
鶴 

小
川 
熊
地 

福
原 

宇
土 

古
園 

上
坂
田 

下
坂
田 

深
迫 

米
納 

紙
漉 

平
田 

市
用 

西
越

（市
用
の
支
） 

上
志
土
知 

村

崎

（上
志
土
知
の
支
） 

畠

（同
上
） 

徳
尾

（同
上
） 

下
志
土
知 
平
原

（下
志
土
知
の
支
） 

相
原 

松
尾 

川
平 

炭
竈 

桑
迫 

刈
小
野 

阿
鹿
野 

 
 
 

以
上
九
十
二
村
。
旧
く
は
三
宅
郷
に
属
す
。
郷
は
郡
の
東
に
在
り
。 

 

白
丹 

米
加 

戸
畠 

稲
葉 

丸
山 

宮
原 

阿
蔵
野 

久
住 

桐
迫 

青
柳 

山
中 
老
野 

塔
立 

峯
越 

八
山 

柚
木 

石
原 

栢
木 

冷
川 

古
市 

向
原 

小
柳 

板
切 

嶽
麓
寺 

塔
原 

有
氏 

小
竹 

市 

湯
上 

七
里
田 

小
路 

仏
原 

洲
崎 

石
田 

橋
爪 

馬
場 

上

野 

筒
井 

長
野 

日
向
塚 

原 

新
田 

桑
畠 

下
河
原 

湯
原 

原 

社
家 

久
保 

中 

柚
柑
子 

高
津
原 

栢
木 

中
の 

阿
曽
野

（
一
に
伊
小
野
と
い
う
） 

田
代

（旧
は
原
中
山
と
い

う
） 

井
手
下 

上
手
下 

上
重 

日
箇
暮 

下
迫 

沢
水 

山
中 

辻 

冬
田 

崎
山 

井
手
野 

名
子
山 

釘
小
野 

二
俣 

橘
木 

仲 

城
後 

山
浦 

小
津
留 

須
郷 

塩
手 

石
合

（以
上
十

二
村
、
旧
く
は
下
田
北
と
称
す
） 

下
津
留

（塩
手
の
支
） 

若
杉

（石
合
の
支
） 

片
草

（同
上
） 

屋
形
木

（同
上
） 

小
蕪
田

（同
上
） 

今
市 

長
井
野

（今
市
の
支
） 

柳
水

（同
上
） 

羽
原

（同
上
） 

山
中 

練
箇
迫 

雙
石

（練
箇
迫
の
支
） 

 
 
 

以
上
八
十
八
村
、
旧
く
は
朽
網
郷
に
属
す
。
郷
は
郡
の
北
に
在
り
。 

 

租
税 

三
万
五
千
八
百
七
十
九
石
五
升
余
。
図
田
牒
に
曰
く
、
三
百
七
十
町 

 

彊
域 

東
は
大
野
郡
の
界
に
到
り
、
西
は
肥
後
国
阿
蘇
郡
の
界
に
到
り
、
西
は
日
向
国
臼
杵
郡
の
界
に
到
り
、
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北
は
大
分
、
速
見
、
玖
珠
の
三
界
に
至
る
。 

 

広
袤 

地
勢
は
広
さ
短
く
袤
長
し
。
東
は
大
野
郡
界
三
宅
郷
挾
田
よ
り
、
西
は
肥
後
国
阿
蘇
郡
界
の
柏
原
郷

添
箇
津
留
に
至
る
、
約
五
里
余
。
南
は
日
向
国
臼
杵
郡
界
嫗
嶽
の
巓
よ
り
、
北
は
大
分
郡
界
朽
網
郷

上
重
村
に
到
る
、
約
十
二
郷
ば
か
り
。 

 

形
勝 

千
山
環
列
以
て
城
と
為
す
。
百
川
縈
帯
し
て
以
て
池
を
作
る
。
嶮
要
拠
る
べ
し
。 

 

路
程 

肥
後
国
熊
本
城
路 

岡
城
の
西
、
柏
原
郷
田
代
村
に
至
る
は
四
里
余
。
（経
る
所
、
玉
来

一
里
、

矢
倉
、
君
箇
園
、
薊
菜

一
里
。
戸
上
、
菅
生
、
田
代
二
里
余
）。
是
、
肥
後
国
阿
蘇
郡
界
な
り
。
是

よ
り
熊
本
城
を
距
つ
こ
と
十
六
里
。
（通
計
二
十
里
余
）。 

大
分
郡
府
内
城
路 

岡
城
の
北
、
朽
網
郷
今
市
村
に
至
る
は
六
里
余
。
内
大
野
郡
を
経
る
こ

と

一
里
。
（経
る
所
、
下
木
、
千
引
、
田
平
、
上
野
三
里
。
大
野
郡
堤
、
本
郡
石
合
、
今
市
三
里
余
）。

是
大
分
郡
界

（稙
田
郷
湛
水
村
）
な
り
。
こ
れ
よ
り
府
内
城
を
距
つ
る
こ
と
五
里
余
。
（通
計
十

一

里
余
）。 

大
分
郡
鶴
崎
路 

岡
城
の
東
北
、
大
野
郡
に
至
る

（大
野
郡
大
塚
村
）

一
里
。
是
よ
り
犬
飼
に

至
る
は
七
里

（経
路
は
大
野
郡
志
に
具
＝
つ
ぶ
さ
＝
に
す
）。
是
よ
り
犬
飼
川
を
下
り
、
鶴
崎
に
至

る
は
五
里

（大
分
郡
志
に
具
に
す
）。 

日
向
国
延
岡
城
路 

海
部
郡
臼
杵
城 

佐
伯
城
路 

並
び
て
岡
城
南
の
片
箇
瀬
村
に
路
を
取

る

（共
に
大
野
郡
志
に
具
に
す
）。 

玖
珠
郡
森
営
路 

岡
城
の
北
、
朽
網
郷
上
津
原
村
に
至
る
は
九
里

（経
る
所
、
下
木
、
植
木
、

入
草
二
里
。
上
野
、
湯
原
二
里
。
社
家
、
伊
小
野
二
里
。
上
津
原
三
里
）。
是
玖
珠
郡
界

（飯
田
郷

田
野
村
）
な
り
。
是
よ
り
森
営
を
距
つ
る
こ
と
六
里

（通
計
十
五
里
）。 

日
田
郡
永
山
布
政
所
路 

岡
城
の
西
北
、
朽
網
郷
久
住
村
に
至
る
こ
と
五
里

（経
る
所
、

下
木
、
平
、
平
田
、
米
納
二
里
。
神
田
、
熊
地
、
久
住
駅

一
里
。
是
よ
り
国
界
に
至
る
は
二
里
）
。

是
、
肥
後
国
阿
蘇
郡
界
な
り
。
是
よ
り
阿
蘇
郡
を
渉
る
こ
と
九
里
余

（経
る
所
、
田
尻
、
宮
原
六

里
。
日
田
郡
界
三
里
余
）
、
日
田
郡
界
に
達
す

（五
馬
荘
出
口
村
）。
是
よ
り
永
山
布
政
所
を
距
つ

る
こ
と
五
里
余

（通
計
二
十
里
）。 

 

山
川 

神
原
山 

入
田
郷
嫗
嶽
北
の
山
足
に
在
り
。
紫
翠
薈
蔚
。
中
、
居
民
有
り
。
井
手
上
村
と
い
う
。

是
よ
り
登
る
こ
と
百
余
歩
、
巨
巌
窟
の
中
、
祠
有
り
。
白
雉
二
年[6

5
1
]

の
創
む
る
所
。
嫗
嶽
の
本

祠
な
り
。
祠
の
傍
ら
、
路
有
り
。
嫗
嶽
の
巓

（い
た
だ
き
）
に
達
す
。
巓
に

一
の
石
祠
有
り
。
後

世
の
造
る
所
。
天
正
中[1

5
7
3
-1

5
9
2
]

、
廃
毀
。
寛
永
中[1

6
2
4
-1

6
4
4
]

、
之
を
再
修
す
。
里
人
以

て
上
宮
と
称
し
、
本
祠
を
以
て
下
宮
と
称
す
。
又
、
下
、
一
渓
あ
り
。
波
来
合
村
と
い
う
。
叢

（く

さ
む
ら
）
に
祠
有
り
。
穴
森
と
名
づ
く
。
昔
は
林
樹
鬱
蒼
、
白
日
が
晦
の
如
し
。
旁
に
池
有
り
。

碧
浪
常
湛
。
浅
深
を
測
る
べ
か
ら
ず
。
巨
蛇
有
り
。
此
の
潭

（ふ
ち
）
に
潜
む
。
民
、
敬
い
畏
れ

て
之
を
崇
む
る
。
池
の
明
神
と
称
す
。
毎
歳
九
次
の
祭
有
り
。
祭
、
若
し
神
の
意
に
愜

（こ
こ
ろ

よ
）
か
ら
ざ
れ
ば
、
俄
然
、
風
雨
瞑
晦
に
し
て
必
ず
祟
り
有
り
。
其
の
侘

（註

：
蛇
か
）
、
民
の
害

常
に
多
し
。
岡
の
先
侯
、
山
城
守
久
清
、
か
つ
て
之
を
聞
き
て
曰
く
、
夫
れ
民
の
神
は
是
主
な
り
。
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和
の
神
は
之
に
依
る
。
豈
に
之
害
に
理
有
ら
ん
や
。
す
な
わ
ち
其
の
臣
、
大
河
原
某
に
命
じ
て
功

を
与
え
、
土
師
、
藤
北
、
次
倉
、
九
重
野
諸
村
丁
。
け
だ
し
材
木
を
伐
り
池
の
水
を
竭

（
つ
く
）

し
妖
神
を
駆
せ
し
む
。
与
作
三
日
、
山
林
鳴
動
、
防
風
大
雨
、
迅
雷
、
飛
電
、
日
夜
昏
黒
、
百
獣

喧
叫
、
吏
民
懼

（お
そ
）
れ
て
功
を
廃
す
。
某
、
す
な
わ
ち
目
を
瞋

（い
か
ら
）
せ
て
剣
を
抜
き

て
曰
く
。
若
し
命
に
従
わ
ざ
る
者
は
之
を
斬
る
。
是
に
お
い
て
二
旬
、
功
成
る
。
民
始
め
て
安
し
。

今
に
至
り
、
そ
の
賜
を
受
く
。
け
だ
し
之
、
公
の
力
な
り
。
池
水
既
に
涸
る
。
旁

（か
た
わ
ら
）

に
洞
穴
有
り
。
濶

（ひ
ろ
）
さ
二
丈
。
高
さ
八
尺
。
其
の
深
さ
を
知
ら
ず
。
是
其
◆

（石
偏
に
巣
）

窟
な
り
。
元
禄
中[1

6
8
8
-1

7
0
4
]

、
因
幡
守
久
通
、
位
を
嗣
ぐ
の
後
、
適

（た
ま
た
ま
）
村
民
三
人

有
り
。
炬
火
を
挙
げ
て
穴
に
入
る
。
既
に
入
り
て
三
十
余
歩
、
物
有
り
て
路
を
塞

（ふ
さ
）
ぐ
。

こ
れ
燭
怪
石
、
色
黄
、
大
き
さ
斗
の
如
し
。
す
な
わ
ち
石
に
て
之
を
撃
つ
。
裂
け
て
両
断
す
。
相

昇
り
以
て
出
ず
る
。
之
を
覩

（み
）
る
と
す
な
わ
ち
獣
の
頭
骨
。
其
の
幾
百
年
を
経
る
を
知
ら
ず
。

形
は
牛
に
小
、
犬
に
大
。
宛
然
蛇
頭
骨
な
り
。
遂
に
官
に
告
ぐ
る
。
宝
永
二
年[1

7
0
5
]

、
官
命
じ

て
、
そ
の
そ
ば
の
石
崖
に
鑿

（の
み
）
を
以
て
こ
れ
を
収
む
る
。
旧
祠
を
修
し
て
号
を
改
め
、
穴

森
の
神
と
為
す
。
大
神
の
族
を
し
て
祭
り
を
掌
ら
し
む
る
。
是
世
の
称
す
る
所
の
巨
蛇
の
人
と
化

し
て
来
た
り
て
、
大
神
氏
の
女

（む
す
め
）
華
本

（は
な
の
も
と
）
に
通
う
者
な
り
。
以
て
子
を

生
む
。
皸
大
童
と
名
づ
く
。
緒
方
党
の
祖
と
す
る
所
な
り
。
平
家
物
語
及
び
盛
衰
記

（註

：
源
平

盛
衰
記
）
が
以
て
嫗
嶽
の
神
孫
と
為
す
は
誤
り
な
り
。
そ
れ
嫗
嶽
は
白
雉
の
天
子
の
創

（は
じ
）

む
る
所
。
延
喜
祀
典
の
載
す
る
所
に
て
、
そ
の
神
す
な
わ
ち
豊
玉
姫
命
を
以
て
彦
五
瀬
命
を
配
祀

し
、
称
し
て
健
男
霜
凝
日
子
神
と
為
す
。
あ
に
淫
神
の
事
を
以
て
明
神
の
徳
を
涜

（け
が
）
さ
ん

や
。
然
り
て
当
時
の
人
、
惟
栄
等
誤
り
以
て
嫗
嶽
の
神
孫
と
為
す
。
い
わ
ん
や
後
の
人
に
お
い
て

を
や
。
弁
正
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
當
に
大
野
の
人
物
の
条
を
参
考
と
す
べ
し
。 

離
山 

美
女
嶽
の
南
に
在
り
。
鬱
樹
◆

（註

：
山
冠
に
召
）
蕘
。
嫗
嶽
の
北
に
特
立
す
。 

倉
木
山 

神
原
川
の
東
に
在
り
。
叢
樹
蓊
蘙

（そ
う
じ
ゅ
お
う
え
い
）。
多
く
良
材
薬
草
を
出
だ
す
。

麓
、
大
石
有
り
。
径
二
丈
余
。
祭
り
て
神
と
為
す
。
相
伝
わ
る
と
こ
ろ
、
昔
日
、
人
有
り
て
遠
行

す
。
適

（た
ま
た
ま
）
細
石
有
り
。
足
心
を
刺
す
。
因
り
て
鞋
を
掃
き
之
を
去
る
。
尚
有
り
、
数

こ
れ
を
掃
く
故
の
如
し
。
意
こ
れ
を
怪
し
み
、
遂
に
取
り
て
こ
れ
を
袖
に
す
。
二
旬
を
経
て
家
に

還
る
。
忽
ち
左
袖
に
物
あ
る
を
覚
え
、
こ
れ
を
捜
す
と
す
な
わ
ち
石
な
り
。
大
き
さ
鶏
卵
の
如
し
。

こ
れ
を
詳

（
つ
ま
び
）
ら
か
に
す
。
す
な
わ
ち
往
き
て
袖
す
る
所
の
み
。
始
め
て
造
化
の
奇
、
不

可
思
議
に
驚
き
、
す
な
わ
ち
諸
山
下
に
置
く
。
年
年
碩
大
此
の
極
に
至
る
。 

小
松
尾
山 

神
原
山
の
側
に
在
り
。
松
樹
叢
叢
、
攢
峰

（さ
ん
ぽ
う
）
重
畳
。
上
、
廃
寨

（は
い

さ
い
）
有
り
。 

由
留
木
山 

入
田
郷
の
西
南
、
嫗
嶽
の
西
に
在
り
。
山
足
相
接
す
。
此
の
山
、
高
岑
峻
嶮
に
し
て

杉
松
が
鬱
茂
す
。
中
、
祠
有
り
。
緩
木
明
神
と
称
す
。
其
の
上
宮
は
此
の
山
上
に
在
る
事
、
神
祠

下
に
詳
ら
か
に
す
。
其
の
前
は
高
城
た
り
。
其
の
傍
ら
、
下
原
山
と
名
づ
く
。
二
山
並
び
て
廃
寨

有
り
。 

甑
山
（こ
し
き
や
ま
、
越
木
嶽
） 

由
留
木
山
の
西
に
在
り
。
孤
峯
突
然
、
甑
の
如
し
。
故
に
名
と

す
。
青
嶂
絶
壁
、
藤
蘿

（
つ
た
）
こ
れ
に
縈

（ま
つ
わ
）
る
。
深
秋
は
錦
の
如
し
。 

禰
疑
山 

柏
原
郷
の
池
部
、
小
塚
二
村
の
間
に
在
り
。
山
険
し
。
西
側
は
肥
の
界

（さ
か
い
）。
日

本
紀
景
行
紀
に
曰
く
、
天
皇
復
た
将
に
打
猨
を
討
た
ん
と
し
、
た
び
た
び
禰
疑
山
を
径

（ゆ
）
く
。

す
な
わ
ち
此
な
り
。
下
文
に
曰
く
、
時
に
賊
虜
の
矢
、
横
の
山
よ
り
こ
れ
を
射
る
。
官
軍
の
前
に

流
る
る
こ
と
雨
の
如
し
。
天
皇
、
更
に
城
原
に
返
る
。
今
、
地
理
を
按
ず
る
に
確
当
た
り
、
初
め

て
土
蜘
蛛
を
伐

（う
）
ち
、
稲
葉
川
上
に
破
る
。
復
た
将
に
こ
れ
を
討
た
ん
と
す
。
た
び
た
び
禰

疑
山
を
径
く
。
禰
疑
山
は
稲
葉
川
の
南
に
在
り
。
是
、
王
師
す
で
に
賊
に
敗
れ
、
復
た
将
に
こ
れ
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を
討
た
ん
と
す
。
禰
疑
山
、
そ
の
東
す
な
わ
ち
賊
の
在
る
所
に
到
る
。
今
、
池
部
村
◆

（石
偏
に

巣
）
穴
尚
存
す
。
時
に
矢
、
石
雨
の
如
し
。
且
つ
路
険
し
。
因
り
て
さ
ら
に
城
原
に
返
す
。
城
原

は
禰
疑
山
の
東
北
に
在
り
。
稲
葉
下
流
の
経
る
所
な
り
。 

三
宅
山 

三
宅
郷
に
在
り
。
山
、
頗
る
広
大
。
東
は
大
野
郡
朝
倉
よ
り
、
西
は
木
原
に
至
る
。
連

な
り
亘

（わ
た
）
る
は
四
里
余
。
南
は
楠
山
よ
り
北
は
山
路
に
至
る
、
二
里
余
。
山
み
な
青
松
、

林
を
為
す
。
毫
も
雑
木
な
し
。
翠
色
瀟
灑

（し
ょ
う
さ
い
）
掬
す
べ
し
。
そ
の
中
央
、
烏
帽
子
嶽

と
い
う
。
頗
る
高
し
。
大
石
有
り
。
形
は
烏
帽
の
如
し
。
故
に
名
と
す
。
南
北
数
路
有
り
。
其
の

西
は
赤
岩
と
名
づ
く
。
新
古
の
二
路
有
り
。
け
だ
し
険
夷
の
係
る
所
。
赤
岩
は
霞
の
如
し
。
層
畳
、

空
に
聳

（そ
び
）
ゆ
。
喬
松
は
枝
を
交
わ
す
。
託
其
間
を
縈
る
。
下
、
細
泉
鳴
激
有
り
。
頗
る

（原

註

：
頗
の
下
、
恐
ラ
ク
ハ
饒
、
富
等
字
ヲ
脱
ス
）
林
水
の
勝
。
天
正
の
戦
、
志
賀
親
次
が
大
い
に

薩
兵
を
敗
る
は
、
す
な
わ
ち
此
れ
な
り
。 

木
原
山 

三
宅
郷
の
西
に
在
り
。
日
本
紀
は
城
原
に
作
る
。
万
葉
集
が
名
欲

（な
ほ
り
）
と
為
す

は
此
れ
な
り
。
俗
に
鉢
山
と
名
づ
く
。
形
、
覆
盂
の
如
き
故
に
い
う
。 

法
師
山 

三
宅
山
の
南
に
在
り
。
政
所
、
内
園
の
諸
村
の
際
に
峙
立
す
。
松
樹
森
森
。
四
隣
は
峻

無
し
。
故
に
烽
所
と
為
す
。
昔
日
、
聖
宝
法
師
が
此
れ
に
隠
る
。
後
に
神
角
山
に
遷
錫
す
故
に
名

づ
く
。 

海
石
榴
山
（
つ
ば
き
や
ま
） 

朽
網
郷
稲
葉
村
に
在
り
。
山
甚
だ
高
か
ら
ざ
る
も
最
も
険
し
。
日

本
紀
に
称
す
る
は
景
行
天
皇
す
な
わ
ち
海
石
榴
を
採
り
椎

（
つ
ち
）
兵
を
作
る
と
。
ま
た
曰
く
、

其
れ
海
石
榴
の
椎
を
作
る
の
処
と
。
海
石
榴
市
と
い
う
は
、
す
な
わ
ち
此
れ
な
り
。
風
土
記
を
按

ず
る
に
海
石
榴
市
及
び
血
田
、
皆
以
て
大
野
郡
に
在
り
と
為
す
。 

南
山 

朽
網
郷
宮
原
村
に
在
り
。
古
蹟
を
見
よ
。 

扇
鼻
山 

九
重
山
の
西
北
に
在
り
。
肥
と
界
を
為
す
。
北
は
玖
珠
郡
と
壌
を
接
す
。 

朽
網
山 

群
の
北
、
朽
網
郷
に
在
り
。
風
土
記
は
救
覃
峯
に
作
る
。
万
葉
の
詠
む
所
。
け
だ
し
、

九
重
、
大
船
、
黒
嶽
の
三
峯
鼎
峙
す
。
而
し
て
其
の
根
を
合
わ
せ
総
じ
て
朽
網
山
と
い
う
。
以
て

此
の
郡
の
鎮
め
と
為
す
な
り
。
三
峯
各
下
に
具
す
。 

大
船
山 

黒
嶽
の
西
に
在
り
。

一
は
大
僊
に
作
る
。
形
、
覆
船
の
如
き
故
の
名
な
り
。
山
勢
は
西

北
に
肩
を
聳
や
か
し
、
東
南
に
足
を
竦
む
。
両
山
を
掖
し
、
前
に
崛
起
す
。
故
に
ま
た
前
嶽
と
名

づ
く
。
麓
よ
り
巓

（い
た
だ
き
）
に
至
る
は
三
里
に
し
て
近
し
。
連
な
り
亘
る
こ
と
ま
た
三
里
ば

か
り
。
巓
、
池
有
り
。
濶

（ひ
ろ
）
さ
二
百
歩
。
其
の
水
、
清
冽
に
し
て
常
に
満
つ
る
。
池
の
側

は
奇
石
怪
巌
が
列
立
し
崔
嵬

（さ
い
か
い
）
た
り
。
中
、
石
祠
有
り
。
大
船
山
明
神
と
称
す
。
祠

を
繞
り
池
畔
に
至
る
。
石
楠

（し
ゃ
く
な
げ
）
、
躑
躅

（
つ
つ
じ
）
有
り
。
多
生
し
、
皆
、
矮
偃
。

花
の
時
は
錦
を
鋪

（し
）
く
が
如
し
。
燕
子
花
、
胡
蝶
花
、
最
も
矮
小
に
し
て
愛
す
べ
し
。
山
の

北
、

一
峯
屹
立
す
。
観
国
と
名
づ
く
。
上
、
平
ら
に
し
て
砥
の
如
し
。
壮
観
四
顧
、
小
魯
の
想
い

有
り
。
相
伝
ゆ
る
風
土
記
の
い
う
所
の
大
垣
燎
の
基
、
す
な
わ
ち
此
れ
な
り
。
峯
の
下
、

一
里
、

石
表
窪
と
名
づ
く
。
昔
時
の
石
表
址
有
り
。
其
の
傍
ら
、
岡
府
主
宅
兆
有
り
。
深
樹
鬱
茂
。
其
の

南
、
望
月
巌
有
り
。
こ
れ
に
登
る
と
す
な
わ
ち
、
直
入
、
大
野
両
郡
の
域
、
一
目
こ
れ
を
尽
く
す
。

麓
、

一
大
石
有
り
。
殺
生
と
名
づ
く
。
昆
虫
、
こ
れ
に
触
れ
即
ち
死
す
。 

九
重
山 

大
船
の
西
に
在
り
。
高
さ
、
大
船
と
相
伯
仲
す
。
広
大
こ
れ
の
三
四
倍
。
其
の
足
、
周

廻
六
七
里
。
高
き
峯
八
九
。
深
き
谷
無
数
。
形
、
九
山
相
和
す
が
如
き
故
の
名
な
り
。
南
面
、
第

一
峯
。
上
、
二
大
池
有
り
。

一
は
空
池
と
い
い
、
水
無
し
。
深
さ
三
百
仭
。

一
は
猪
鹿
狼
寺
と
い

う
。
漾
漾

（よ
う
よ
う
）
湖
の
如
し
。
其
の
深
さ
を
知
ら
ず
。
神
異
、
常
に
多
し
。
衆
皆
こ
れ
を

懼

（お
そ
）
る
。
岩
の
側
、
磐
石
有
り
。
面
は
平
坦
に
し
て
十
数
人
坐
す
べ
し
。
け
だ
し
拝
神
の

処
な
り
。
処
杖

（原
註

：
恐
ラ
ク
は
虎
杖
ノ
衍
）
窪
、
鳴
子
平
等
、
最
も
峻
阪
。
其
の
後
ろ
の
峯
、
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祠
有
り
。
綏
靖
天
皇
を
祭
る
。
此
の
山
の
神
た
り
。
延
暦
以
降
、
こ
れ
を
祭
る
。
僧
房
三
四
区
、

皆
修
験
道
士
。
前
嶽
の
後
ろ
に
当
た
る
。
三
又
山

（註

：
三
俣
山
）
と
い
う
。
其
の
西
北
、
硫
黄

山
と
い
う
。
常
に
火
有
り
。
其
の
傍
ら
巉
崖
峭
壁
数
百
丈
。
其
の
上
、
坐
す
べ
し
。
羽
客
游
息
巌

と
名
づ
く
。
こ
れ
よ
り
北
、
一
峯
を
下
る
。
す
な
わ
ち
玖
珠
郡
の
界
な
り
。
其
の
阪
、
甚
だ
険
し
。

其
の
西
、
天
狗
嶽
と
い
う
。
南
、
第
二
三
峯
に
面
す
。
並
び
て
幽
僻
、
状
す
べ
か
ら
ず
。
其
の
下

の
一
山
、
饅
頭
と
名
づ
く
。
形
、
覆
盂
に
似
る
。
濃
碧
瀟
灑

（し
ょ
う
さ
い
）。
其
の
下
、
水
有
り
。

赤
川
と
い
う
。
水
色
丹
泥
、
石
皆
染
ま
る
。
流
れ
下
り
て
西
、
肥
州
に
向
け
て
去
る
。 

三
笈
山 

朽
網
郷
橘
木
村
に
在
り
。
大
分
郡
の
熊
牟
礼
と
対
立
す
。
上
、
路
有
り
。
大
分
郡
阿
南

郷
に
達
す
。 

花
牟
礼 

朽
網
郷
阿
曽
野
村
の
西
北
に
在
り
。
山
、
高
津
原
、
上
重
諸
村
を
跨
ぐ
。
高
峻
孤
立
。

草
樹
蒼
然
。
上
、
祠
有
り
。
花
牟
礼
明
神
と
い
う
。 

嫗
嶽 

入
田
郷
の
南
に
在
り
。

一
は
鵜
羽

（う
ば
）
に
作
る
。
け
だ
し
豊
玉
姫
命
を
配
祀
す
。
神
武

帝
の
皇
祖
母
た
る
を
以
て
す
故
な
り
。
其
の
山
崔
峩

（さ
い
が
）
峻
極
。
雲
表
に
峙
立
す
。
上
、

小
石
祠
有
り
。
土
俗
の
所
謂
、
嫗
嶽
の
上
宮
は
是
な
り
。
事
、
神
原
山
下
に
弁
え
。
東
南
の
崖
下
、

御
花
園
と
名
づ
く
。

一
怪
石
有
り
。
兀
然
突
立
す
。
奇
樹
異
草
、
繁
植
鬱
茂
。
け
だ
し
仙
棲
の
境

な
り
。
其
の
足
、
豊
日
肥
の
三
国
に
跨
り
こ
れ
を
三
分
す
。
す
な
わ
ち
豊
其
の
二
に
居
す
。
衆
山

児
孫
の
腰
膝
を
環
列
す
る
が
如
し
。
肥
日
の
二
州
の
諸
峻
は
其
の
西
南
に
蹲
る
。
福
原
、
倉
木
、

烏
嶽
、
尾
平
、
奥
嶽
は
其
の
東
南
に
拱
き
嶮
を
争
い
秀
を
競
う
。
大
野
郡
に
擅
美
す
。
観
国
峯
、

離
山
、
美
女
嶽
、
神
原
山
は
其
の
東
北
に
依
る
。
嵐
嶺
は
其
の
西
に
聳
ゆ
。
由
留
木
、
高
城
、
甑

山
は
接
続
映
帯
す
。
実
に
以
て
豊
の
鎮
護
な
り
。 

美
女
嶽 

嫗
嶽
の
西
北
に
在
り
。
山
の
南
、
離
山
に
接
す
。
孤
峯
突
然
。
翠
碧
秀
を
競
う
。
昔
、

里
人
有
り
。
山
に
入
り
、
偶

（た
ま
た
ま
）

一
美
人
を
見
る
。
艶
麗
、
仙
の
如
し
。
標
格
、
凡
な

ら
ず
。
敢
え
て
近
せ
ず
。
甚
だ
怪
し
と
意

（お
も
）
い
懼
れ
て
去
る
。
相
謂
い
て
曰
く
、
是
必
ず

神
人
の
出
で
遊
ぶ
な
り
と
。
遂
に
名
と
す
。 

荻
嶽 

柏
原
郷
藤
渡
村
に
在
り
。
豊
後
荻
嶽
と
称
す
。
西
、
肥
の
荻
嶽
を
去
る
こ
と
半
里
。
山
は
な

は
だ
高
か
ら
ず
。
松
杉
鬱
蒼
。
良
材
多
く
出
だ
す
。 

黒
嶽 

朽
網
郷
に
在
り
。
山
の
後
ろ
は
玖
珠
郡
の
界
な
り
。
西
は
大
仙

（註

：
大
船
）
に
接
し
、
東

は
花
牟
礼
と
秀
を
競
う
。
四
面
絶
壁
。
栝
柏
蒼
蔚
。
遠
望
す
る
に
常
に
黒
き
故
、
名
と
す
。
高
さ

は
大
船
に
比
肩
す
。
然

（し
か
）
も
神
山
な
り
。
よ
く
こ
れ
に
攀

（の
ぼ
）
る
人
無
し
。
適

（た

ま
た
ま
）
躋

（の
ぼ
）
る
者
有
れ
ば
、
必
ず
途
に
迷
い
還
ら
ず
。
或
い
は
神
怪
に
遇
う
。
岡
の
府

主
、
山
城
守
久
清
、
嘗
て
善
く
絶
頂
に
到
る
者
を
募
り
火
を
挙
ぐ
る
を
命
ず
。
皆
曰
く
我
善
く
到

る
と
。
こ
れ
を
試
す
毎
、
烽
は
山
の
半
腹
に
在
り
。
中
、
神
獣
有
り
。
偶
こ
れ
を
覩
る
。
形
は
狻

猊

（さ
ん
げ
い
）
の
如
し
。
大
友
氏
の
時
、
鬼
馬
有
り
。
民
害
を
為
す
は
す
な
わ
ち
此
の
山
な
り
。 

観
国
峯 

嫗
嶽
の
北
に
在
り
。
懸
崖
千
丈
。
上
は
平
か
に
し
て
台
の
如
し
。
数
十
人
坐
す
べ
し
。

四
眺
縦
観
、
千
里
を
窮
す
べ
し
。 

嵐
嶺 

嫗
嶽
の
西
北
の
一
峯
。
日
人
呼
び
て
箱
峯
と
為
す
。
惟

（こ
れ
）
豊
の
嵐
嶺
と
い
う
。 

七
里
嶺 

岡
城
の
北
に
在
り
。
七
里
村
よ
り
挟
田
に
至
る
は
十
余
町
。
迂
間
盤
回
、
崖
の
上
は
群

山
の
秀
を
望
む
。 

阿
曽
野
嶺 

朽
網
郷
に
在
り
。
嶺
上
、
路
有
り
。
湯
原
村
よ
り
阿
曽
野
村
に
至
る
は
二
里
。
け
だ

し
玖
珠
路
な
り
。
甚
だ
険
し
か
ら
ず
。
嶺
の
上
、
老
孤
松
有
り
。
落
落
雲
を
凌
ぐ
。
遠
望
す
る
に

こ
れ
を
標

（し
る
し
）
と
す
。 

 

芭
蕉
谷 

入
田
郷
岩
本
村
に
在
り
。
両
山
の
間
、
芭
蕉
生
ゆ
。
其
の
幾
百
株
有
る
を
知
ら
ず
。
其
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の
境
幽
邃

（ゆ
う
す
い
）。 

 

稲
葉
川 

二
源
有
り
。
一
は
九
重
山
の
西
南
の
渓
に
出
づ
る
。
稲
葉
村
を
過
ぎ
南
を
指
し
て
下
る
。

豊
肥
の
界
と
為
す
。
戸
畠
の
西
南
を
遶

（め
ぐ
）
り
、
添
箇
都
留
の
水
を
引
き
、
米
加
を
過
ぐ
。

又
、

一
細
流
を
引
き
、
阿
鹿
野
に
至
る
。

一
は
九
重
山
の
西
南
の
丸
山
に
発
し
、
東
南

へ
流
れ
て

白
丹
の
西
を
過
ぎ
、
阿
鹿
野
に
至
。
二
水
相
会
し
、
東

へ
流
れ
て
古
園
に
至
る
。
ま
た

一
小
流
を

引
き
、
坂
田
の
東
に
至
り
て
久
住
川
と
合
う
。
是
稲
葉
川
た
り
。
日
本
紀
に
称
す
。
、
景
行
天
皇
、

土
蜘
蛛
の
賊
を
伐
ち
、
悉
く
其
の
党
を
殺
す
は
、
す
な
わ
ち
此
の
地
な
り
。 

久
住
川 

二
源
。

一
は
九
重
山
巓
に
発
す
。
南
に
向
け
直
下
し
、
猪
鹿
狼
寺
の
側
を
過
ぎ
、
桐
迫

の
西
、
久
住
駅
の
東
を
経
て
小
川
に
到
る
。
細
流
を
引
き
、
東
に
向
か
い
て
北
尾
鶴
の
南
を
過
ぎ

宇
土
に
到
る
。

一
は
九
重
山
の
南
の
渓
を
発
し
、
東
南

へ
行
き
山
中
、
青
柳
を
過
ぎ
、
八
山
に
到

り
老
野
水
を
引
く
。
神
田
、
北
尾
、
鶴
間
を
経
て
宇
土
に
到
り
、
小
川
の
水
を
合
わ
せ
、
深
迫
の

下
、
坂
田
の
東
を
過
ぎ
紙
漉
に
至
り
、
稲
葉
川
と
合
う
。
東
南
に
向
か
い
志
土
知
の
東
を
過
ぎ
平

田
に
至
り
、
志
土
知
川
に
合
う
。 

志
土
知
川 

源
は
柏
原
郷
の
西
園
の
西
に
出
づ
る
。
東
を
指
し
中
久
保
を
過
ぎ
、
志
土
知
を
経
て

市
用
の
東
に
至
り
、
久
住
川
と
合
う
。 

飛
騨
川 

稲
葉
、
久
住
、
志
土
知
の
三
水
が

一
と
為
る
。
市
用
の
東
よ
り
流
れ
騎
牟
礼
の
南
を
過

ぎ
坂
折
に
到
る
。
山
王
山
を
遶
り
て
東

へ
折
れ
荒
巻
の
北
、
田
原
の
南
を
過
ぎ
、
飛
騨
川
と
為
る
。 

七
里
川 

飛
田
水
は
山
手
の
北
、
下
木
の
南
を
過
ぎ
、
七
里
川
と
為
る
。
直
ち
に
東

へ
流
れ
十
川

に
至
り
、
大
野
郡
に
入
る
。 

挟
田
川 

二
源
有
り
。

一
は
三
宅
郷
の
山
路
村
に
発
す
。
西
南

へ
行
き
、
田
島
の
南
を
遶
り
、
東

南

へ
向
か
い
高
尾
枝
の
北
を
過
ぎ
、
梅
木
に
至
る
。

一
は
雉
箇
平
の
北
を
出
で
、
東

へ
行
き
南

へ

折
れ
、
中
の
、
折
立
、
植
木
の
北
を
過
ぎ
、
千
引
、
七
里
の
間
を
経
て
梅
木
に
到
り
、
相
合
わ
せ

て
挟
田
川
と
為
る
。
ま
た
、
七
里
水
と
会
い
、
大
野
郡
に
入
る
。 

山
田
川 

源
は
三
。
皆
肥
の
阿
蘇
郡
を
出
づ
る
。

一
は
柏
原
郷
の
田
代
村
よ
り
北

へ
来
る
。

一
は

小
塚
の
北
。

一
は
池
部
の
北
、
田
代
、
小
塚
の
二
水
。
今
西
に
合
い
楠
野
の
西
に
到
る
。
是
に
お

い
て
池
部
と
合
う
。
直
ち
に
東

へ
行
き
、
川
牀
、
山
田
、
漆
迫
、
穴
井
迫
の
諸
村
の
北
を
経
て
岩

瀬
に
至
り
、
葎
原
川
と
合
す
。 

葎
原
川 

三
源
。
並
び
て
肥
の
阿
蘇
郡
に
出
づ
る
。

一
水
は
柏
原
郷
の
原
山
よ
り
南

へ
来
る
。
二

水
は
原
山
よ
り
北

へ
来
り
、
馬
渡
の
北
に
至
る
。
三
水
合
わ
せ
て

一
と
為
る
。
馬
渡
の
東
に
至
り
、

細
流
を
引
き
、
野
鹿
の
東
を
経
て
藤
渡
川
と
合
し
て

一
と
為
る
。
北

へ
行
き
渡
瀬
の
東
を
過
ぎ
、

薊
菜
の
東
を
遶
り
、
北

へ
折
れ
、
岩
瀬
水
と
会
し
て
入
田
郷
の
玉
来
川
と
為
る
。 

玉
来
川 

葎
原
、
山
田
の
二
水
が

一
と
為
り
て
玉
来
に
到
る
。
又
、
馬
脊
野
水
有
り
。
君
箇
園
、

矢
倉
を
経
て
玉
来
の
北
に
到
り
、
相
合
し
て
阿
蔵
川
と
為
る
。 

阿
蔵
川 

玉
来
川
は
阿
蔵
の
西
北
を
囲
遶
し
、
南

へ
折
れ
東

へ
向
か
い
、
恵
良
の
東
北
に
到
り
て

吉
田
川
と
合
す
。 

柏
原
川 

源
は
肥
の
阿
蘇
郡
よ
り
柏
原
郷
の
桑
木
、
中
山
の
間
に
出
づ
る
。
東

へ
行
き
、
高
練
木
、

瓜
作
、
西
福
寺
、
尾
崎
の
北
を
経
て
、
鴫
田
の
東
に
到
り
、
陽
目
川
と
合
し
て
柏
原
川
と
為
る
。

水
色
は
殊
に
清
潔
な
り
。 

陽
目
川 

二
源
有
り
。
共
に
肥
の
阿
蘇
郡
を
発
す
。

一
は
柏
原
郷
の
八
屋
の
南
を
出
づ
る
。

一
は

陽
目
の
西
南
よ
り
来
た
り
、
陽
目
を
挟
み
、
村
の
東
に
至
り
て
合
す
。
東
北

へ
行
き
、
宮
平
、
田

代
、
舞
次
の
南
を
過
ぎ
、
鴫
田
の
東
に
至
り
、
柏
原
川
と
合
し
て
吉
田
川
と
為
る
。 

吉
田
川 

柏
原
、
陽
目
の
二
水
が
合
す
。
井
布
の
西
北
を
過
ぎ
て
吉
田
川
と
為
る
。
東
北

へ
流
れ
、
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河
原
立
、
岩
本
、
猿
口
を
経
て
八
世
の
西
を
過
ぎ
、
北

へ
向
か
い
恵
良
に
至
り
阿
蔵
川
に
入
る
。 

漂
絮
川 

阿
蔵
、
吉
田
が
合
流
し
て

一
と
為
る
。
上
角
の
崖
下
を
過
ぎ
、
東
行
し
て
漂
絮
川
と
為

る
。 

滑
瀬
川 

漂
絮
川
は
小
高
野
の
北
を
遶
り
、
東
北

へ
流
れ
直
ち
に
岡
城
の
南
を
過
ぎ
て
滑
瀬
川
と

名
づ
く
。
北
の
崖
は
岡
城
、
南
の
崖
は
滑
瀬
阪
な
り
。
両
岸
並
び
て
険
し
。
薩
兵
懼
れ
戒
む
る
所

は
す
な
わ
ち
此
れ
な
り
。
此
の
川
は
直
入
郡
の
界
と
為
す
。
東

へ
折
れ
迂
曲
し
、
大
野
郡
に
入
る
。 

門
田
川 
源
最
も
多
し
。
入
田
郷
の
二
俣
水
は
長
迫
に
到
り
代
瀧
辺
及
び
鹿
風
、
紺
屋
の
二
細
流

と
会
し
て

一
と
為
る
。 

倉
木
川 

入
田
郷
の
倉
木
山
の
東
北
を
発
す
。
平
東
を
過
ぎ
、
長
田
に
至
る
。
田
井
川
を
控

（ひ
）

き
直
ち
に
北

へ
行
き
矢
原
に
到
り
、
門
田
川
と
会
し
、
大
野
郡
に
入
る
。
此
の
水
の
東
は
木
野
よ

り
、
西
は
矢
原
に
至
る
。
両
郡
の
界
。 

冷
川 

三
源
。

一
は
大
船
山
の
南
足
の
清
水
山
に
発
す
。
東
を
指
し
柚
木
、
向
原
の
間
を
過
ぎ
、
冷

川
に
至
る
。
名
は
冷
川
と
い
う
。
下
流
は
馬
場
の
東
に
至
る
。
一
は
大
船
山
の
芹
山
渓
を
出
づ
る
。

嶽
鹿
寺
、
板
切
の
間
を
を
過
ぎ
、
湯
上
、
七
里
田
の
間
を
経
て
石
田
の
南
を
遶
り
馬
場
の
南
に
到

り
、
冷
川
と
会
す
。

一
は
小
竹
水
。
市
、
石
田
を
過
ぎ
、
新
田
の
南
を
遶
り
、
長
野
に
至
り
て
冷

川
に
入
る
。 

湯
原
川 

二
水
。

一
は
朽
網
郷
の
柚
柑
子
の
細
流
な
り
。
原
、
下
迫
の
南
を
経
て
、
湯
原
の
北
を

過
ぎ
て
東
行
す
。

一
は
冷
川
水
な
り
。
桑
畠
、
湯
原
の
南
を
過
ぎ
、
東
行
す
。
二
水
は
湯
原
を
挟

み
て
流
れ
村
の
東
に
至
り
て
合
わ
せ
て

一
と
為
る
。
是
、
湯
原
川
た
り
。
風
土
記
の
い
う
所
の
二

湯
川
は
是
な
り
。 

朽
網
川 

風
土
記
の
い
う
所
の
神
河
な
り
。
湯
原
川
は
崎
山
に
至
り
朽
網
川
と
為
る
。
井
出
野
を

過
ぎ
、
若
杉
の
北
を
遶
り
、
東
北

へ
行
き
須
郷
の
東
に
至
り
、
橘
木
、
釘
小
野
、
名
子
山
の
三
水

と
会
し

一
と
為
る
。
東
北

へ
流
れ
、
下
津
留
の
東
に
至
る
。
又
、
山
浦
、
小
津
留
等
の
水
を
導
き
、

蛇
生
瀬
の
瀑
と
為
り
、
大
分
郡
に
入
り
、
諸
水
と
会
し
大
分
川
と
為
る
。
風
土
記
に
曰
く
、
大
分

の
流
れ
。
直
入
郡
の
朽
網
の
峯
を
出
づ
る
は
是
な
り
。
続
日
本
紀
を
按
ず
る
に
、
称
し
て
承
和
中
、

大
分
郡
領
は
伴
家
吉
、
寒
川
の
石
上
に
お
い
て
白
亀

一
雙
を
獲
て
以
て
貢
献
す
。
遂
に
嘉
祥
と
改

元
す
。
け
だ
し
寒
川
は
す
な
わ
ち
神
川
な
り
。
方
音
は
相
通
ず
。
大
分
の
源
は
朽
網
神
河
を
出
づ

る
。
故
史
、
大
分
川
を
以
て
寒
川
と
為
す
。
今
の
堂
尻
川
。
け
だ
し
当
時
は
此
の
称
有
る
な
り
か
。 

阿
曽
野
川 

源
は
黒
嶽
の
北
の
池
の
中
を
発
す
。
阿
曽
野
、
井
出
下
の
間
を
過
ぎ
、
東
北

へ
流
れ

上
重
の
東
に
至
る
。

一
は
花
牟
礼
の
北
を
発
し
、
東
南

へ
行
き
、
大
分
、
直
入
郡
の
界
を
過
ぎ
、

上
重
の
東
に
至
り
、
黒
嶽
の
水
と
合
す
。
阿
曽
野
川
と
為
り
て
大
分
郡
に
入
る
。 

 

陽
目
瀑 

柏
原
郷
の
陽
目
村
に
在
り
。
す
な
わ
ち
肥
の
界
な
り
。
両
岸
碧
峭
、
塀
の
如
し
。
瀑
高

は
五
六
丈
、
濶

（ひ
ろ
）
さ
三
丈
余
。
巨
石
正
面
に
当
た
る
。
瀑
は
三
面
に
灑
散
す
。
其
の
下
は

怪
石
奇
岩
、
磊
砢

（ら
い
ら
）
無
数
。
高
低
参
差
。
皆
其
の
水
を
蒙
る
。
飛
激
四
散
。
其
の
色
は

潔
白
。
宛
、
雪
山
を
砕
く
が
如
し
。
故
に
俗
に
名
づ
け
て
白
水
瀑
と
い
う
。
其
の
両
崖
の
石
の
罅

（ひ
び
）
も
ま
た
水
を
吐
く
許
多
き
処
。
皆
い
う
、
此
の
瀑
は
但
飛
流
激
し
く
散
る
勢
い
の
み
に

非
ず
。
石
間
悉
く
涌
出
す
。
泉
戸
百
余
処
有
り
。
其
の
源
は
山
上
の
一
帯
水
に
有
り
。
僅
か
に
二

十
余
り
歩
ば
か
り
。
磐
石
横
俯
。
其
の
下
鳴
動
の
声
有
り
。
泉
を
吐
く
こ
と
最
も
急
。
又
、
歳
旱

は
、
里
人
群
れ
集
い
喧
叫
す
る
と
必
ず
雨
を
得
る
。
此
の
川
渉
釐

（原
註

：
陟
釐
ノ
誤
、
あ
を
の

り
ナ
リ
）
を
産
す
。
最
も
佳
し
。 

芭
蕉
瀑 

入
田
郷
の
矢
倉
村
に
在
り
。
高
さ
五
丈
ば
か
り
。
濶
さ
三
丈
。
其
の
側
、
芭
蕉
樹
多
し
。

故
に
名
と
す
。 
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魚
栖
瀑 

三
宅
郷
竹
田
村
に
在
り
。
阿
蔵
の
下
流
。 

釣
魚
戸
瀑 

柏
原
郷
中
角
村
に
在
り
。
源
は
並
び
て
肥
州
を
発
す
。
菅
生
諸
村
を
経
て
中
角
に
到

る
。
是
に
お
い
て
二
流
、
崖
上
よ
り
雙
び
落
つ
。
南
は
高
七
丈
、
濶
さ
二
丈
。
北
は
高
さ
五
丈
、

濶
さ
三
丈
余
。
清
流
飛
激
幽
邃
、
賞
す
べ
し
。 

黄
牛
瀑 

（註

：
黄
牛
は

「あ
め
う
し
」）
三
宅
郷
刈
小
野
村
に
在
り
。
高
さ
五
丈
余
。
飛
流
石
を

砕
き
、
四
条
と
為
る
。
素
練
挂

（か
）
け
る
が
如
し
。 

轟
瀑 

三
宅
郷
轟
村
の
南
に
在
り
。
久
住
の
下
流
。
崖
を
下
る
こ
と
三
丈
余
。
叢
樹
其
の
上
に
蒙
籠

す
。 

十
川
瀑
布 

三
宅
郷
十
川
村
に
在
り
。
飛
田
の
下
流
。 

蛇
生
瀬
瀑 

朽
網
郷
今
市
村
の
西
北
に
在
り
。
朽
網
の
下
流
な
り
。
東
北

へ
向
か
い
大
分
に
入
る
。

此
の
地
、
巉
岸
高
低
。
故
に
水
流
は
険
多
し
。
流
れ
下
り
て
瀑
を
為
す
は
三
四
処
。
最
高
は
蛇
生

瀬
瀑
と
い
う
。
高
さ
九
丈
余
、
濶
さ
七
丈
。
其
の
声
雷
の
如
し
。
蒼
崖
壁
立
、
雲
樹
日
を
翳
す
。

白
昼
陰
陰
。
覩
る
者
戦
慄
落
胆
す
。
世
喚
神
龍
の
蟄
す
る
処
た
り
と
。
凡
そ
歳
旱
は
雨
を
祈
れ
ば

必
験
な
り
。 

 

七
里
田
温
泉 

七
里
田
村
に
在
り
。 

湯
原
温
泉 

湯
原
村
に
在
り
。 

葛
淵
温
泉 

長
野
村
に
在
り
。
以
上
温
泉
三
処
、
並
び
て
朽
網
地
方
に
在
り
。
皆
、
九
重
硫
礬
の

気
脈
通
ず
る
所
な
り
。
並
び
て
善
く
諸
瘡
を
療
す
。
近
歳
、
九
重
山
中
、

一
処
有
り
。 

 

関
梁 

古
市 

朽
網
郷
に
在
り
。
す
な
わ
ち
直
入
郡
の
古
駅
。
古
道
な
お
存
す
。
延
喜
兵
部
省
式
に
曰
く
、

直
入
は
駅
馬
五
疋
を
出
だ
す
、
是
な
り
。
今
は
廃
れ
村
と
為
す
。 

今
市
駅 

朽
網
郷
今
市
村
に
在
り
。
按
ず
る
に
、
山
口
氏
検
田
籍
は
今
市
に
在
り
。
今
里
正
旧
記

に
曰
く
、
寛
文
四
年[1

6
6
4
]

に
今
市
に
改
名
す
は
非
な
り
。
或
い
は
曰
く
、
旧
く
は
朽
網
の
古
市

を
移
す
故
に
今
市
と
名
づ
く
と
。
旧
寒
巷
山
中
の
支
村
と
為
す
。
其
の
側
、
古
道
有
り
。
野
津
原

よ
り
石
合
を
遶
る
。
石
合
、
今
市
は
隣
村
な
り
。
文
禄
二
年[1

5
9
3
]

、
今
市
を
以
て
官
道
と
為
す
。

是
に
お
い
て
山
中
の
民
居
此
れ
に
移
し
駅
と
為
す
。 

久
住
駅 

朽
網
郷
久
住
村
に
在
り
。
慶
長
の
初
め
、
此
れ
に
白
丹
街
を
移
し
駅
と
為
す
な
り
。 

白
丹
街 

久
住
駅
の
西
南
に
在
り
。
旧
志
賀
氏
南
山
城
に
在
る
の
時
、
此
の
街
を
設
く
。
慶
長
中

[1
5
9
6
-1

6
1
5

]

、
久
住
駅
に
移
す
の
後
、
廃
れ
て
村
と
為
る
。 

玉
来
駅 

入
田
郷
玉
来
村
に
在
り
。
旧
く
は
猫
原
と
い
う
。
正
安
二
年[1

3
0
0
]

、
始
め
て
街
を
置

く
。
徳
治
二
年[1

3
0
7
]

、
岡
城
主
志
賀
氏
其
の
坊
衢
を
益
し
路
を
分
け
三
条
と
す
。
曰
く
、
本
街
。

曰
く
、
新
街
。
曰
く
、
横
街
。
文
禄
の
初
め
、
中
川
修
理
大
夫
秀
成
封
を
移
す
の
後
、
玉
来
の
民

戸
五
十
余
区
を
以
て
竹
田
街
に
移
す
。
寛
文
四
年[1

6
6
4
]

、
火
有
り
。
遺
戸
灰
と
為
る
。
更
に
與

え
て

一
条
の
街
と
為
す
。 

挟
田
街 

享
禄
地
図
を
按
ず
る
に
岡
城
の
東
北
、

一
街
市
有
り
。
比
屋
鱗
次
。
十
川
街
と
い
う
。

其
の
側
、
挟
田
街
有
り
。
是
ま
た
文
禄[1

5
9
2
-1

5
9
6

]

の
後
、
移
し
て
竹
田
街
を
益
す
。
今
、
挟
田

は
す
な
わ
ち
十
川
の
遺
す
所
な
り
。 

竹
田
街 

岡
城
の
西
十
余
町
に
在
り
。
旧
く
は
街
市
有
り
。
今
は
古
街
と
い
い
、
本
街
と
い
う
は

是
な
り
。
中
川
氏
、
封
を
受
く
る
の
後
、
玉
来
、
十
川
等
の
民
戸
を
移
し
、
以
て
市
を
充
た
す
。

諸
方
よ
り
来
た
り
営
み
住
む
。
東
西
五
条
、
南
北
四
条
。
及
び
外
巷
数
区
市
と
為
る
。 
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下
木
橋 

竹
田
街
口
に
在
り
。 

阿
蔵
橋 

竹
田
街
の
西
十
余
町
に
在
り
。 

十
川
橋 

岡
城
下
原
門
の
東
北
に
在
り
。 

七
里
橋 

岡
城
の
北
の
七
里
村
に
在
り
。 

 

土
産 

当
帰
（註

：
と
う
き
。
セ
リ
科
の
植
物
。
漢
方
薬
） 

川
芎
（註

：
せ
ん
き
ゅ
う
。
セ
リ
科
の

植
物
。
漢
方
薬
） 

烏
頭
（註

：
う
ず
。
ト
リ
カ
ブ
ト
） 

竹
節
人
参
（註

：
ち
く
せ
つ
に

ん
じ
ん
。
漢
方
薬
） 
半
夏
（註
：
は
ん
げ
。
サ
ト
イ
モ
科
の
カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
。
漢
方
薬
） 

燧

（註

：
火
打
石
） 
蕎
麦 

青
陽
菊 

一
名
は
元
日
草
。
湯
原
の
地
は
満
山
皆
此
の
草
。
倶

に
朽
網
郷
が
出
だ
す
。 

山
丹
花 

燕
子
花 
胡
蝶
花 

躑
躅
花 

倶
に
大
船
山
出
だ
す
。
皆
矮
小
に
し
て
数

寸
。
殊
に
佳
し
。
愛
玩
す
べ
し
。 

焔
硝 

入
田
郷
が
出
だ
す
。 

椎
茸 

入
田
郷
が
出
だ
す
。 

索
麪
（註

：
そ
う
め
ん
） 

入
田
郷
の
玉
来
駅
が
出
だ
す
。 

虎
斑
竹 

嫗
嶽
が
出
だ
す
。 

麻
布 

各
郷
が
出
だ
す
。 

蕓
薹
（註

：
う
ん
だ
い
。
ア
ブ
ラ
ナ
） 

各
郷
が
出
だ
す
。 

葛
粉 

蕨
粉 

赤
小
豆 

梅
子 

実
大
に
し
て
肉
厚
し
。
核
小
さ
く
、
最
も
美
な
り
。

煙
草 

倶
に
各
郷
が
出
だ
す
。 

黒
大
豆 

黄
大
豆 

岡
の
豆
は
諸
国
の
最
た
り
。
大
阪
の
商
、
定
価
の
貴
賤
は
岡
の
豆
を
以

て
準
と
為
す 

鶉 

◆

（十
の
右
に
鳥
）
（原
註
は
、
土
偏
に
鳥
、
干
偏
に
鳥
な
ど
の
誤
か
と
推
測
す
る
。
土
偏
に

鳥
な
ら
杜
鵑
、
干
偏
に
鳥
な
ら
鵲

・
か
さ
さ
ぎ
、
又
は
鴈

・
が
ん
、
鴇
は
野
鴈
）

天
鷚
（註

：

ひ
ば
り
）
倶
に
柏
原
郷
が
出
だ
す
。 

榎
葉
魚
（註

：
え
の
は
） 

鰷
魚
（註

：
は
や
） 

倶
に
各
郷
が
出
だ
す
。 

 

藩
封 

岡
城 

文
治
元
年[1

1
8
5
]

、
緒
方
三
郎
惟
栄
、
始
め
て
塁
を
設
く
。
而
し
て
居
ら
ず
。
説
く
に
下
に

具
す
と
。
大
友
能
直
の
第
八
子
能
郷
、
大
野
の
志
賀
を
領
し
て
居
し
、
遂
に
氏
と
為
す
。
嫡
孫
貞

朝
、
建
武
中[1

3
3
4
-1

3
3
6

]

旧
堡
を
修
し
こ
れ
を
広
大
に
し
、
岡
城
と
称
す
。
世

（註

：
よ
よ
）
居

す
。
天
正
中[1

5
7
3
-1

5
9
2

]

、
豊
薩
の
戦
、
志
賀
親
次
、
年
十
八
、
武
略
無
双
、
攻
守
皆
功
有
り
。

大
友
義
統
国
除
の
日
、
親
次
城
を
棄
て
て
去
る
。
文
禄
二
年[1

5
9
3
]

、
中
川
修
理
大
夫
秀
成
、
播

（註

：
播
磨
の
国
）
の
三
木
よ
り
此
れ
に
移
封
す
。
後
、
世
こ
れ
を
襲
う
。
野
史
に
称
し
て
源
廷

尉
義
経
将
に
鎮
西
に
到
ら
ん
と
し
、
緒
方
惟
栄
に
嘱
事
す
。
故
に
惟
栄
、
岡
に
城

（き
づ
）
き
、

以
て
待
つ
。
廷
尉
の
船
、
大
物
浦
に
到
り
風
波
の
窘

（く
る
し
）
む
る
所
と
な
り
、
而
し
て
果
た

さ
ず
。
遂
に
東
奥
に
下
る
。
按
ず
る
に
、
塁
を
設
く
る
は
す
な
わ
ち
此
の
時
な
り
。
又
い
う
、
惟

栄
罪
を
獲
た
る
に
因
り
上
州
沼
田
に
配
さ
る
。
恐
非
。
盛
衰
記
に
曰
く
、
伊
予
守
義
経
、
法
皇
御

所
に
詣
で
大
蔵
卿
泰
経
に
謁
し
て
曰
く
、
吾
儕

（と
も
が
ら
）
小
人
、
惟

（お
も
い
）
慙

（は
じ

る
）
は
、
こ
れ
美

（ほ
）
む
る
友
無
し
。
将
に
海
西
に
害
を
避
け
ん
と
す
。
願
わ
く
は
朝
旨
を
仮

り
、
以
て
豊
人
の
惟
妙

（註

：
惟
隆
か
）
惟
栄
等
を
諭
さ
ん
。
泰
経
以
て
聞
き
、
遂
に
諸
大
臣
と

議
し
、
以
て
書
を
賜
う
。
船
、
飈

（ひ
ょ
う
）
風
に
遇
い
て
果
た
さ
ず
。
け
だ
し
こ
れ
に
拠
り
此
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の
説
と
為
す
。
東
鑑
に
曰
く
、
文
治
元
年[1

1
8
5
]

、
豊
後
国
人
の
臼
杵
惟
隆
、
緒
方
惟
栄
の
兄
弟
、

去
る
年
の
合
戦
の
間
、
宇
佐
宝
殿
を
破
り
神
宝
を
略
奪
し
、
こ
れ
に
依
り
配
流
を
下
さ
る
る
と
い

え
ど
も
非
常
赦
に
逢
う
と
。
是
に
由
り
す
な
わ
ち
其
の
罪
は
義
経
を
許
す
の
事
に
非
ざ
る
を
知
る

べ
き
な
り
。
且
つ
赦
罪
に
逢
う
は
ま
た
刑
目
の
み
。 

 

神
祠 

健
男
霜
凝
日
子
神
社 

入
田
郷
神
原
山
中
に
在
り
。
事
、
神
原
山
下
に
具
わ
る
。
延
喜
神
祇

式
に
曰
く
、
直
入
郡
の
一
座
、
健
男
霜
凝
日
子
神
社
は
す
な
わ
ち
此
れ
な
り
。
豊
玉
姫
命
を
以
て

彦
五
瀬
命
を
配
祀
し
、
嫗
嶽
の
神
と
な
す
。
故
に
嫗
嶽
明
神
と
称
す
。
幸
徳
天
皇
の
白
雉
二
年[6

5
1
]

、

創

（は
じ
）
む
る
所
。
祠
宇
の
修
復
す
る
毎
に
其
の
棟
上
げ
の
記
を
収
む
。
歴
載
皆
こ
れ
存
す
。

且
つ
白
雉
の
朽
材
、
今
な
お
こ
れ
を
蔵
す
。
続
日
本
紀
に
曰
く
、
承
和
十
年[8

4
3
]

、
豊
後
国
無
位

健
男
霜
凝
神
従
五
位
下
を
授
く
。
三
代
実
録
に
曰
く
、
元
慶
七
年[8

8
3
]

、
従
五
位
下
建
雄
霜
起
神
、

正
五
位
下
を
授
く
と
。
其
の
後
、
神
階
国
史
見
る
無
し
。 

緩
木
権
現
祠 

入
田
郷
に
在
り
。
上
下
二
祠
有
り
。
上
宮
は
由
留
木
山
の
上
に
在
り
。
下
宮
は

山
下
に
在
り
。
養
和
元
年[1

1
8
1
]

八
月
、
豊
前
国
の
彦
山
の
神
を
祭
る
。
旧
く
は
僧
侶
が
祭
り
を

掌
る
。
け
だ
し
高
源
寺
が
是
な
り
。
寺
は
廃
れ
、
今
な
お
其
の
村
の
名
な
り
。
古
石
浮
図
有
り
。

題
に
曰
く
、
明
徳
元
年[1

3
9
0
]

十

一
月
、
今
廟
祝
祖
は
相
馬
大
膳
。
文
明[1

4
6
9
-1

4
8
7
]

以
来
世
神

事
を
掌
る
。 

穴
森
明
神
祠 

入
田
郷
波
来
合
村
に
在
り
。
旧
祠
は
池
の
側
に
在
り
。
池
明
神
と
称
す
。
宝
永

中[1
7
0
4
-1

7
1
1
]

、
穴
森
神
と
改
む
。
緒
方
党
の
祖
と
す
る
所
。
事
、
神
原
山
下
に
具
わ
る
。 

宮
砥
八
幡
祠 

入
田
郷
宮
砥
村
に
在
り
。
社
記
に
曰
く
、
持
統
天
皇
の
八
年
八
月
、
創
む
る
所
。

未
だ
審
ら
か
な
ら
ず
。
又
曰
く
、
昔
日
、
此
の
地
は
小
黒
山
と
名
づ
く
。
材
木
鬱
然
。
中
、
鬼
神

有
り
。
雲
霧
を
吐
き
納
む
。
風
雨
暴
至
、
居
民
害
を
被
る
こ
と
常
に
多
し
。
又
、
鬼
原
と
名
づ
く
。

人
皆
懼
る
る
。
国
司
以
て
聞
き
、
此
れ
に
宇
佐
神
を
祭
る
。
天
文
中[1

5
3
2
-1

5
5
5
]

、
入
田
丹
後
守

親
真
、
旧
祠
を
修
し
、
中
尾
祠
を
併
せ
、
共
に
入
田
郷
の
宗
祠
と
為
す
。
天
正
十
二
年[1

5
8
3
]

、

大
友
宗
麟
、
左
道

（註

：
キ
リ
ス
ト
教
を
指
す
）
を
尚

（た
っ
と
）
び
、
神
仏
を
蔑
視
す
。
臣
の

進
肥
前
守
某
を
し
て
神
祠
仏
宇
を
焼
亡
せ
し
む
。
未
だ
幾
な
ら
ず
、
薩
兵
攻
め
来
た
り
て
尽
く
余

燼
と
す
。
慶
長
中[1

5
9
6
-1

6
1
5
]

、
祠
祝
の
相
馬
氏
が
再
び
営
む
。 

八
幡
祠 

入
田
郷
篠
田
村
に
在
り
。
天
文
中[1
5
3
2
-1

5
5
5
]

、
大
友
義
鎮
、
入
田
親
真
を
討
つ
。
そ

の
族
が
神
原
、
小
松
尾
寨

（さ
い
）
を
保
つ
の
日
、
八
幡
を
祭
る
。
以
て
戦
勝
を
祈
る
。
す
で
に

寨
は
潰
る
。
数
年
後
、
後
藤
某
が
此
れ
に
其
の
神
を
移
し
祭
る
。 

八
幡
祠 

入
田
郷
中
尾
村
に
在
り
。
古
祠
未
だ
其
の
創

（は
じ
め
）
を
知
ら
ず
。
入
田
親
真
此
の

祠
を
崇
敬
す
。
宮
砥
と
並
び
、
入
田
郷
の
宗
祠
と
為
す
。 

八
幡
祠 

入
田
郷
穴
井
迫
村
に
在
り
。
仁
平
中[1

1
5
1
-1

1
5
4
]

、
源
公
子
為
朝
が
相

（註
：相
模
国
）

の
鎌
倉
鶴
岡
の
神
を
祭
る
。
旧
祠
は
山
上
に
在
り
。
今
は
山
下
に
在
り
。 

鶴
原
春
日
祠 

入
田
郷
鶴
原
村
に
在
り
。

一
は
柱
立
明
神
と
称
す
。
天
種
子
命
を
祭
る
。
祠
の

側
、
三
大
石
柱
有
り
。
高
さ
二
丈
余
、
径
二
尺
余
。
直
立
す
。
土
を
離
れ
て
僵

（た
お
れ
）
ず
。

里
人
曰
く
、
旧
く
は
七
柱
有
り
と
。
慶
長
元
年[1

5
9
6
]

の
大
地
震
に
て
四
柱
が
倒
れ
て
折
れ
る
。

尚
、
其
の
側
に
在
り
。 

御
霊
祠 

入
田
郷
長
田
村
に
在
り
。
大
野
泰
基
の
霊
を
祭
る
。
呼
び
て
御
霊
八
幡
と
称
す
。
処
処
、

こ
れ
有
り
。 

禰
疑
野
神
祠 

柏
原
郷
今
村
に
在
り
。
景
行
天
皇
を
奉
祀
す
。
祠
の
東
、
行
在
所
の
址
有
り
。

日
本
紀
に
曰
く
、
す
な
わ
ち
兵
を
勒

（お
さ
）
め
、
先
ず
禰
疑
野
に
お
い
て
八
田
を
撃
ち
て
破
る
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は
す
な
わ
ち
此
れ
な
り
。
豊
日
志
に
曰
く
、
此
の
境
は
悉
く
其
の
衆
類
を
誅
す
の
処
な
り
。
後
の

人
、
禰
疑
野
及
び
荻
嶽
の
祠
を
立
つ
る
。
並
び
て
景
行
天
皇
を
奉
祭
す
。 

荻
嶽
明
神
祠 

柏
原
郷
蒔
竿
村
の
荻
嶽
の
東
南
に
在
り
。
今
、
阿
蘇
神
武
磐
龍
命
を
祭
る
と
い

う
。
ま
た
後
の
人
、
配
祭
る
所
な
り
。 

橘
木
明
神
祠 

柏
原
郷
池
原
村
に
在
り
。
足
利
尊
氏
の
子
直
冬
、
讒
に
遇
い
石
見
国
に
避
く
。

其
の
子
秀
景
、
豊
の
柏
原
に
来
た
り
垣
田
に
潜
み
居
す
。
遂
に
垣
田
、
氏
と
為
す
。
秀
景
の
孫
、

秀
実
と
い
う
。
大
友
持
直
に
仕
う
。
永
安
七
年

（註

：
元
号

「永
安
」
は
存
在
し
な
い
。
次
に
出

て
く
る
年
号

「文
明
」
以
前
で
、
「七
年
」
が
あ
る
の
は
近
い
と
こ
ろ
で

「応
永
」[1

3
9
4
-1

4
2
7
]

か

「永
享
」[1

4
2
9
-1

4
4
0

]

。
こ
こ
は

「永
享
七
年
）[1

4
3
5
]

で
は
な
か
ろ
う
か
）
、
讒

（ざ
ん
）

に
遇
い
、
罪
を
獲
る
。

一
夜
、
祖
父
秀
景
を
夢
み
て
曰
く
、
我
、
汝
の
た
め
冤
を
釈
す
と
。
遂
に

赦
を
得
る
。
是
に
お
い
て
祠
を
立
つ
。
秀
実
の
孫
秀
守
、
文
明
中[1

4
6
9
-1

4
8
7

]

、
今
の
地
に
祠
を

遷
し
、
称
し
て
橘
木
明
神
と
い
う
。
垣
田
家
譜
に
見
ゆ
。 

八
幡
祠 

柏
原
郷
藤
渡
村
の
田
代
に
在
り
。
弘
治
二
年[1

5
5

6
]

、
志
賀
氏
の
臣
、
吉
野
河
内
前
司

義
友
、
祠
を
建
つ
。
村
民
尚
尊
敬
す
。
以
て
其
の
境
の
宗
祠
と
為
す
。 

田
代
八
幡
祠 

柏
原
郷
宮
平
村
に
在
り
。
暦
応
中
、
新
田
義
貞
の
霊
を
祭
る
。
後
、
八
幡
と
称

す
。 

城
原
八
幡
祠 

三
宅
郷
米
納
村
に
在
り
。
此
の
地
方
は
往
昔
、
城
原
と
称
す
故
の
名
な
り
。
日

本
紀
を
按
じ
て
曰
く
、
景
行
天
皇
既
に
稲
葉
の
川
上
に
賊
を
破
り
、
復
た
将
に
こ
れ
を
討
た
ん
と

し
、
禰
疑
山
に
到
る
。
賊
の
箭
雨
の
如
く
し
て
城
原
に
返
す
。
水
上
に
卜
す
は
す
な
わ
ち
此
れ
な

り
。
故
、
後
の
人
、
祠
を
立
て
こ
れ
を
崇
む
。
其
の
地
を
呼
び
て
、
宮
園
と
い
う
。
又
、
御
所
園

と
い
う
。
文
徳
天
皇
の
天
安
二
年[8

5
8
]

二
月
、
八
幡
大
神
降
臨
の
験
有
り
。
仁
平
中[1

1
5
1
-1

1
5
4
]

、

源
公
子
為
朝
、
其
の
荒
廃
を
覩
て
祠
を
修
す
。
建
久
九
年[1

1
9
8
]

、
大
友
能
直
此
の
祠
を
重
ね
て

修
す
。
国
中
の
七
祠
の
一
た
り
。
天
正
十
四
年[1

5
8
6
]

冬
、
薩
軍
が
襲
来
し
火
を
放
ち
、
妄
り
に

民
居
を
焼
く
。
神
宇
神
庫
、
皆
其
の
災
に
罹
る
。
廟
祝
の
日
野
氏
、
神
影
を
奉
り
白
丹
の
産
山
に

逃
げ
、
窟
中
に
蔵
し
て
之
を
守
る
。
け
だ
し
年
有
り
、
文
禄
三
年[1

5
9
4
]

、
中
川
氏
が
封
に
就
く

の
後
、
す
な
わ
ち
岡
の
総
祠
を
問
い
、
遂
に
命
じ
て
城
の
西
の
勝
山
に
神
影
を
移
し
、
以
て
祠
を

立
て
、
八
幡
山
と
呼
ぶ
。
未
だ
幾
な
ら
ず
、
慶
長
元
年[1

5
9
0
]

、
ま
た
神
託
の
事
に
因
り
、
旧
地

に
復
し
、
木
原
八
幡
と
称
す
。
大
野
、
直
入
両
郡
の
宗
祠
と
為
す
。
け
だ
し
旧
祠
は
松
林
の
中
な

ら
ん
。
尚
、
礎
石
の
跡
有
り
。 

紫
八
幡
祠 

三
宅
郷
志
土
知
村
に
在
り
。
社
記
に
い
う
。
円
融
院
の
天
禄
三
年[9

7
3
]

七
月
、
白

日
紫
雲
、
天
に
横

（よ
こ
た
わ
）
る
。
雲
気
徐
に
下
が
り
、
悉
く
地
は
皆
紫
色
と
な
る
。
既
に
八

幡
大
神
降
格
の
徴

（し
る
し
）
と
知
る
。
国
司
以
て
奏
し
て
祠
を
立
つ
。
其
の
地
を
呼
び
て
紫
土

知
と
名
づ
く
。
今
は
志
土
知
に
作
る
と
い
う
。
け
だ
し
此
の
境
の
宗
祠
な
り
。 

鏡
天
満
祠 

三
宅
郷
千
引
村
に
在
り
。
祠
の
側
、
石
有
り
。
方
四
尺
ば
か
り
。
呼
び
て
鏡
石
と
為

す
。
故
、
名
と
す
。
因
み
て
又
、
水
を
称
す
。
鑑
川
と
い
う
。
相
伝
ゆ
る
は
其
の
石
の
明
瑩
、
人

を
照
ら
す
。

一
醜
女
、
自
ら
其
の
悪
を
知
ら
ず
、
既
に
形
の
穢
を
見
る
。
大
い
に
怒
り
石
撃
し
之

を
瑕
つ
く
。
遂
に
ま
た
照
ら
さ
ず
な
り
。 

山
王
祠 

三
宅
郷
坂
折
村
に
在
り
。
寛
永
中[1

6
2
4
-1

6
4
4
]

、
岡
府
主
の
夫
人
の
久
松
氏
、
東
都
麹

街
の
市

（原
註

：
恐
ラ
ク
ハ
祠
ノ
衍
）
に
移
し
祭
る
。 

天
満
祠 

三
宅
郷
山
手
村
に
在
り
。
源
為
朝
、
豊
に
在
る
の
日
、
夢
中
感
す
る
所
有
り
。
太
宰
府

の
菅
相
の
霊
を
祭
り
、
す
な
わ
ち
此
れ
に
祠
を
剏

（は
じ
む
）
る
。
天
正
中[1

5
7
3
-1

5
9
2
]

、
兵
燹

（
へ
い
せ
ん
）
と
な
り
廃
る
。
後
、
復
修
し
造
る
。 

六
社
権
現
祠 

三
宅
郷
辻
迫
村
に
在
り
。
初
め
、
郷
の
烏
帽
子
岳
の
上
に
盤
土
及
び
大
直
等
六
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神
を
祭
る
。
大
宝
中[7

0
1
-7

0
4
]

、
祠
祝
の
内
田
氏
、
今
の
地

へ
遷
し
奉
り
、
世
其
の
祠

（註

：
祝

か
）
を
掌
る
。 

天
満
祠 

三
宅
郷
神
田
村
に
在
り
。
其
の
剏
め
を
知
ら
ず
。 

直
入
中
臣
神
祠 

朽
網
郷
中
野
村
に
在
り
。
石
を
祭
り
て
神
と
為
す
。
今
、
石
神
明
神
と
称
す
。

日
本
紀
称
し
て
景
行
天
皇
初
め
て
将
に
賊
を
討
た
ん
と
し
て
石
に
蹶

（
つ
ま
づ
）
き
て
誓
う
。
祷

す
る
所
三
神
は
其
の
一
な
り
。
豊
日
志
に
曰
く
、
昔
は
天
孫
降
格
の
時
、
す
な
わ
ち
治
平
は
神
の

防
衛
た
ら
し
む
。
け
だ
し
三
十
有
二
神
の
天
児
屋
命
、
直
入
中
臣
の
神
と
あ
る
は
是
な
ら
ん
。
祠

は
朽
網
に
在
り
。
旧
事
紀
を
按
ず
る
に
、
高
皇
産
尊
勅
し
て
曰
く
、
も
し
葦
原
中
国
の
敵
、
神
人

を
拒
み
て
侍

（原
註

：
或

ハ
待
ノ
衍
カ
）
戦
う
者
有
ら
ば
、
能
く
方
便
を
為
し
、
誘
い
欺
き
防
ぎ

拒
む
。
而
し
て
治
平
の
人
三
十
二
人
並
び
て
防
衛
を
為
し
天
下
り
の
供
奉
せ
し
む
は
是
な
り
。 

直
入
物
部
神
祠 

朽
網
郷
社
家
村
の
鶴
田
に
在
り
。
日
本
紀
は
称
す
。
景
行
天
皇
の
祷
る
所
の

三
神
の
一
。
直
入
弦
田
物
部
の
神
。
今
は
鶴
田
に
作
る
。
籾
山
八
幡
を
称
す
。
け
だ
し
後
世
之
を

祭
り
配
す
な
り
。
豊
日
志
に
曰
く
、
天
下
り
の
時
、
復
、
五
部
物
部
の
神
を
副
う
。
赤
星
命
有
り
。

す
な
わ
ち
弦
田
物
部
の
神
と
為
す
。
祠
、
朽
網
に
在
り
。
旧
事
紀
を
按
じ
て
曰
く
、
副
五
部
の
人
、

筑
紫
弦
田
物
部
等
の
祖
の
天
津
赤
星
有
る
は
是
な
り
。
此
の
祠
、
旧
く
は
大
祠
。
其
の
廟
祝
の
居

る
所
、
今
は
廃
れ
村
と
為
す
。
尚
、
社
家
村
と
称
す
。 

景
行
天
皇
祠 

朽
網
郷
市
村
に
在
り
。
日
本
紀
に
曰
く
、
天
皇
す
な
わ
ち
来
田
見
邑
に
留
ま
り
、

権
り
に
宮
室
を
興
し
、
此
れ
に
居
す
。
豊
日
志
に
曰
く
、
景
行
天
皇
、
朽
網
に
次

（や
ど
）
り
、

行
宮
を
作
り
居
す
。
討
賊
の
事
を
議
す
。
其
の
地
、
宮
園
と
名
づ
く
。
後
の
人
、
祠
を
立
て
、
奉

祀
す
。
風
土
記
に
曰
く
、
此
の
野
に
行
宮
を
起
こ
す
。
名
づ
け
て
宮
処
野
と
い
う
。
け
だ
し
宮
処

野
、
宮
園
の
方
音
相
通
ず
。
按
ず
る
に
嵯
峨
祠
其
の
近
く
に
在
り
し
故
、
後
世
相
混
む
。
惟
う
に

一
祠
を
余
、
単
に
嵯
峨
と
称
す
る
か
。
而
し
て
景
行
祠
、
遂
に
廃
る
。
今
旧
址
を
詳
ら
か
に
す
。

す
な
わ
ち
宮
園
の
南
、

一
頃
田
有
り
。
土
人
皆
曰
く
、
天
皇
警
蹕

（け
い
ひ
つ
）
の
処
と
。
敢
え

て
糞
穢
、
其
の
田
に
触
る
。
其
の
側
、
◆

（さ
ん
ず
い
に
糞
）
池
有
り
。
極
め
て
清
潔
。
御
供
水

と
名
づ
く
。
衆
皆
畏
れ
敬
う
。
即
ち
此
れ
な
り
。 

嵯
峨
明
神
祠 

朽
網
郷
市
村
に
在
り
。
其
の
地
、
宮
園
と
い
う
。
ま
た
、
嵯
峨
と
名
づ
く
。
此

の
祠
有
る
を
以
て
の
故
な
り
。
豊
日
志
に
曰
く
、
直
入
郡
擬
大
領
膳
の
臣
、
広
雄
の
女

（む
す
め
）

有
り
。
弘
仁
中[8

1
0
-8

2
4

]

、
采
女
と
為
り
寵
有
り
。
上
皇
崩
の
後
、
郷
に
還
り
尼
と
為
る
。
嘗
て

賜
り
し
所
有
り
。
諸
屋
の
側
に
葬
る
。
す
な
わ
ち
之
の
事
な
り
。
後
、
嵯
峨
宮
と
称
す
る
は
是
な

り
。
建
久
以
来[1

1
9
0
-1

1
9
9
]

、
大
友
氏
が
世
奉
祭
す
。
毎
歳
十
月
、
神
馬

一
疋
を
供
う
。
朽
網
氏

を
し
て
其
の
事
を
掌
ら
し
む
。
名
づ
け
て
神
保
会
と
い
う
。
文
明
四
年[1

4
7
4
]

、
適

（た
ま
た
ま
）
、

其
の
馬
風
逸
、
去
る
所
を
知
ら
ざ
る
こ
と
有
り
。
天
文
季
年[1

5
5
5
]

、
異
形
の
大
獣
有
り
。
此
の

地
方
の
人
民
を
害
す
。
朽
網
氏
の
臣
、
大
久
保
、
城
後
等
、
相
謀
り
之
を
殺
す
。
世
の
人
呼
び
て

鬼
馬
と
為
す
は
是
な
り
。
此
の
祠
、
旧
く
は
高
宇
壮
麗
。
天
正
中[1

5
7
3
-1

5
9
2

]

、
兵
燼
と
為
る
。

凡
そ
豊
の
南
、
寺
祠
の
故
を
問
う
。
す
な
わ
ち
里
人
皆
憤
恨
涙
を
拭
い
て
曰
く
、
赫
赫
高
堂
巨
宇
、

薩
賊
の
何
た
る
惨
ぞ
、
悉
く
焼
き
灰
と
為
す
と
。 

花
牟
礼
明
神
祠 

朽
網
郷
井
出
下
村
の
花
牟
礼
下
に
在
り
。
天
御
中
主
命
を
祭
る
。
天
平
勝
宝

六
年[7

5
8
]

、
越
の
僧
正
覚
律
師
、
適

（ゆ
）
き
て
此
れ
に
到
る
。
明
神
夢
想
の
感
有
り
。
因
り
て

祠
を
建
つ
。
天
正
中
、
薩
賊
の
焼
く
所
。
後
、
村
老
相
謀
り
之
を
修
復
す
。 

五
条
天
神
祠 

朽
網
郷
井
出
下
村
に
在
り
。
井
出
明
神
と
称
す
。
社
記
に
い
う
、
享
禄

[1
5
2
8
-1

5
3
2

]

、
天
文[1

5
3
2
-1

5
5
5
]

の
間
、
疾
疫
頻
行
、
民
の
死
者
甚
だ
多
し
。
偶
、

一
老
夫
有

り
。
来
た
り
相
労
わ
る
。
且
つ
朮

（お
け
ら
）
を
採
り
、
苓

（み
み
な
ぐ
さ
）
を
研
ぎ
薬
を
作
り
、

之
を
飲
ま
す
。
皆
甦
活
を
得
る
。
去
る
所
を
知
ら
ず
。
皆
い
う
、
神
人
な
り
と
。
遂
に
祠
を
立
つ
。
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疾
病
必
ず
之
を
祷
れ
ば
験
有
り
。
称
し
て
少
彦
名
の
神
と
為
す
。 

森
山
八
幡
祠 

朽
網
郷
柏
木
村
に
在
り
。
其
の
創
を
知
ら
ず
。 

今
山
権
現
祠 

朽
網
郷
上
重
村
に
在
り
。
最
古
の
祠
。
大
永
二
年[1

5
2
2
]

、
朽
網
下
野
守
親
満
、

旧
祠
を
重
ね
て
修
す
。
薩
兵
燼
余
、
里
人
復
之
を
修
す
。 

黒
鳥
明
神
祠 

朽
網
郷
下
田
北
仲
村
に
在
り
。
古
祠
創
む
る
所
を
知
ら
ず
。
下
田
北
十
二
村
、

以
て
宗
祠
と
為
す
。 

丸
山
八
幡
祠 

朽
網
郷
今
市
村
に
在
り
。
慶
長
中[1

5
9
6
-1

6
1
5
]

、
加
藤
肥
後
守
清
正
、
其
の
祠

を
修
復
す
。 

六
所
明
神
祠 
朽
網
郷
久
住
村
に
在
り
。
祭
神
及
び
其
の
創
を
知
ら
ず
。
此
の
境
の
鎮
護
の
神

と
為
す
。 

納
池
明
神
祠 

朽
網
郷
青
柳
村
に
在
り
。
剏
む
る
所
、
及
び
祭
神
を
聞
か
ず
。
側
、
水
有
り
。

納
池
と
名
づ
く
。
長
さ
二
町
余
、
濶
さ
斉

（ひ
と
し
）
か
ら
ず
。
或
い
は
十
歩
、
二
十
歩
。
源
は

九
重
山
に
発
す
。
東
南

へ
流
れ
此
れ
に
注
ぐ
。
水
色
清
潔
。
両
岸
叢
樹
蒼
蒼
。
小
渚
十
余
処
。
皆
、

躑
躅
之
生
え
、
幽
邃
瀟
洒
玩
す
べ
し
。 

八
幡
祠 

朽
網
郷
久
住
駅
に
在
り
。
元
弘
中[1

3
3
1
-1

3
3
4
]

、
志
賀
左
馬
頭
重
利
の
創
む
る
所
な
り
。 

九
重
山
明
神
祠 

朽
網
郷
の
九
重
山
上
に
在
り
。
綏
靖
天
皇
を
祭
る
。
故
、
其
の
峯
、
綏
靖
山

と
い
う
。
延
暦
中[7

8
2
-8

0
6
]

の
創
む
る
所
な
り
。
天
台
修
験
歓
喜
院
、
祭
事
を
掌
る
。 

大
船
山
明
神
祠 

朽
網
郷
の
大
船
山
上
に
在
り
。
速
玉
男
命
、
泉
事
解
男
命
を
祭
る
。
天
長
中

[8
2
4
-8

3
4
]

、
光
天
律
師
、
之
を
創
む
。
天
正
季
年[1

5
9
2
]

、
薩
兵
の
焚
毀
す
る
所
と
為
る
。
山
中
、

石
表
敗
址
有
り
。
故
、
其
の
地
を
号
し
て
石
表
窪
と
い
う
。
是
よ
り
山
上
に
到
る
は

一
里
。
巓
、

清
池
有
り
。
池
の
傍
ら
、
石
祠
有
り
。
す
な
わ
ち
明
神
上
宮
な
り
。
天
台
修
験
国
恩
院
、
祭
事
を

掌
る
。 

 

仏
寺 

碧
雲
寺 

岡
城
の
北
、
七
里
川
の
上
に
在
り
。
慶
長
十
七
年[1

6
0
8
]

八
月
、
中
川
修
理
大
夫
秀
成

卒
す
。
初
め
て
矦

（註

：
侯
の
本
字
）
将
に
老
い
ん
と
し
て
、
此
れ
に
莵
裘
を
卜
す
。
経
営
未
だ

成
ら
ざ
る
に
会
卒
す
。
嗣
子
内
膳
正
久
盛
其
の
地
を
以
て
香
華
院
と
為
す
。
其
の
宅
兆
を
営
む
。

す
な
わ
ち
東
巌
寺
雲
室
禅
師
を
延
べ
住
む
。
名
づ
け
て
碧
雲
寺
と
い
う
。
す
な
わ
ち
法
諡
な
り
。

け
だ
し
文
禄
中[1

5
9
2
-1

5
9
6
]

、
朝
鮮
の
役
、
寇
、
寺
閣
に
入
り
、
こ
れ
を
保
つ
。
大
い
に
戦
い
、

こ
れ
を
敗
る
。
獲
た
る
所
の
寺
牓

（註

：
牓
は

「ぼ
う
」、
札
の
意
）
、
題
し
て
碧
雲
寺
と
い
う
。

故
に
法
諡
と
為
す
。
且
つ
諸
寺
に
掲
げ
以
て
子
孫
に
功
を
示
す
な
り
。 

高
流
寺 

碧
雲
寺
の
東
隣
に
在
り
。
内
膳
正
久
盛
最
も
玄
風
を
欽

（
つ
つ
し
）
み
、
桐
谷
禅
師
の

碩
徳
を
聞
く
。
数
就
玄
旨
を
承
く
。
惟
丈
室
矮
褊
、
因
り
て

一
禅
宇
を
築
き
以
て
居
し
、
高
流
寺

と
名
づ
く
。 

英
雄
寺 

碧
雲
寺
の
西
隣
に
在
り
。
寛
文
中
、
中
川
内
膳
正
久
盛
、
此
の
寺
を
営
む
。
東
巌
寺
開

室
禅
師
を
し
て
住
ま
わ
し
む
。
け
だ
し
母
氏
の
命
を
承
く
。
外
祖
父
、
佐
久
間
玄
蕃
頭
盛
政
の
為

こ
れ
を
建
て
、
以
て
追
薦
す
。
其
の
法
諡
に
曰
く
、
英
叟
晟
雄
居
士
。
字
を
折
り
以
て
寺
の
名
と

す
。 

東
巌
寺 

岡
城
の
西
、
杣
谷
に
在
り
。
旧
く
は
洞
巌
に
作
る
。
石
巌
の
下
、
巨
洞
有
り
。
中
、
仏

殿
を
構
ゆ
る
故
、
名
づ
く
。
古
刹
、
其
の
創
詳
ら
か
な
ら
ず
。
往
時
、
台
教
を
奉
ず
。
志
賀
氏
、

重
ね
て
修
す
。
禅
寺
と
為
す
。
慶
長[1

5
9
6
-1

6
1
5
]

以
来
、
碧
雲
室
禅
師
、
英
雄
開
室
禅
師
、
皆
此

れ
に
出
づ
る
。
今
、
英
雄
寺
に
隷
す
。 

豊
音
寺 

城
の
西
蘭
若
街
に
在
り
。
寺
記
に
云
う
、
斯
の
寺
、
何
年
、
何
人
の
創
む
る
所
か
を
知
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ら
ず
と
。
相
伝
え
て
云
う
は
、
宗
麟
氏
の
晩
、
天
主
教
法
を
信
じ
、
仏
寺
多
く
破
却
、
焼
亡
す
と
。

併
せ
て
其
の
厄
に
罹
る
と
。
竟

（
つ
い
）
に
其
の
旧
址
を
知
る
者
な
し
。
寛
永
中[1

6
2
4
-1

6
4
4
]

、

義
祚
禅
師
此
に
至
り
瑠
璃
光
古
仏
の
田
間
小
堂
に
在
る
を
見
る
。
而
し
て
渇
仰
尊
敬
啻

（た
だ
）

な
ら
ず
。
遂
に
此
れ
に
移
り

一
宇
を
造
り
安
ん
ず
。
旧
名
に
仍
て
豊
音
寺
と
い
う
。
是
、
中
興
の

祖
た
り
。 

願
成
院 
岡
城
の
西
、
八
幡
山
に
在
り
。
旧
く
は
勝
山
と
名
づ
く
。
文
禄
中[1

5
9
2
-1

5
9
6
]

、
八
幡

神
影
、
白
丹
よ
り
移
り
来
た
り
て
此
に
祠
を
立
つ
。
故
に
八
幡
山
と
名
づ
く
。
神
託
の
事
在
り
。

復
、
木
原
に
遷
す
。
寛
永
中[1

6
2
4
-1

6
4
4
]

、
府
主
久
盛
、
其
の
祠
の
址
に
就
き
愛
染
堂
を
建
つ
る
。

権
僧
都
宥
政
祭
り
て
修
む
。
名
づ
け
て
金
剛
寺
と
い
う
。
又
、
大
勝
院
と
名
づ
く
。
け
だ
し
、
勝

山
の
義
を
取
る
。 

観
音
寺 

大
勝
院
の
東
隣
に
在
り
。
此
の
地
は
旧
八
幡
祝
司
宅
址
。
開
山
は
海
運
法
印
、
薩
人
。

寛
永[1

6
2
4
-1

6
4
4
]

の
初
め
、
西
州
に
雲
游
し
、
適

（ゆ
）
き
て
本
州
大
野
馬
背
戸
に
到
る
。
既
に

夜
に
て
廃
屋
に
入
り
て
宿
と
す
。
村
老
来
た
り
て
語
り
て
曰
く
、
此
の
地
は
旧
く
は
名
藍
有
り
。

賊
来
り
て
焦
土
と
為
す
。
爾
時
、
寺
僧
此
に
瘞
古
仏
像
を
匿
す
。
師
因
り
試
し
て
地
を
発
す
る
こ

と
二
三
尺
。
便

（す
な
わ
ち
）

一
函
を
獲
た
り
。
中
、
観
音
霊
像
有
り
。
遂
に
負
い
来
た
り
て
茲

に
宇
を
結
び
安
ん
ず
。
因
り
て
観
音
寺
と
名
づ
く
。 

泉
福
寺 

岡
城
の
西
、
鷹
匠
街
に
在
り
。
旧
く
は
大
野
郡
の
北
泉
に
在
り
。
永
禄
中[1

5
5
8
-1

5
7
0
]

、

志
賀
親
孝
創
む
る
所
に
て
、
既
に
荒
廃
す
。
元
和
八
年[1

6
2
2
]

、
玉
峯
琢
和
尚
住
め
り
。
寛
永
中

[1
6
2
4
-1

6
4
4

]

、
府
主
久
盛
、
此
に
移
し
て
再
建
し
玉
峯
師
を
以
て
中
興
の
祖
と
為
す
。 

正
覚
寺 

岡
城
の
西
、
古
街
に
在
り
。
元
和
六
年[1

6
2
0
]

、
相

（註

：
相
模
国
）
の
鎌
倉
の
大
超

寺
の
僧
浄
誉
存
道
、
此
れ
に
到
り
て

一
寺
を
剏
む
。
正
覚
と
名
づ
く
。
万
治
三
年[1

6
6
0
]

、
第
三

世
大
誉
す
な
わ
ち
元
、
西
光
寺
の
務
め
を
摂
掌
す
。
す
な
わ
ち
立
矦
家
祠
堂
を
遷
し
奉
じ
て
祭
る
。

遂
に
中
川
氏
の
香
華
院
と
為
す
。 

光
西
寺 

岡
城
の
西
、
烏
嶽
の
下
に
在
り
。
釈
慶
祐
、
開
祖
と
為
る
。
慶
祐
相
良
修
理
大
夫
義
陽

の
孫
。
長
門
守
義
元
の
子
義
英
、
僧
と
為
り
慶
祐
と
名
づ
く
。
専
修
念
仏
の
教
え
を
奉
じ
、
天
正

九
年[1

5
8
1
]

、
義
陽
は
甲
斐
宗
運
の
敗
る
る
所
と
為
り
戦
死
す
。
八
代
城
は
陥
ち
、
義
元
父
子
奔

亡
し
豊
の
玉
来
に
到
る
。
文
禄[1

5
9
2
-1

5
9
6
]

の
初
め
、
会
し
て
其
の
市
場
を
竹
田
に
移
す
。
因
り

て
来
た
り
て
此
れ
に
寓
す
。
寛
永
中[1

6
2
4
-1

6
4
4
]

、
殿
坊
に
寺
を
建
つ
。
後
、
災
い
に
遇
い
蘭
若

街
に
移
す
。
旧
く
は
圓
龍
寺
と
号
す
。
正
保
四
年[1

6
4
7
]

、
光
西
寺
と
改
称
す
。
寛
文
六
年[1

6
6
6
]

四
月
、
又
火
有
り
。
因
り
て
今
の
地
に
移
す
。
子
院
四
区
、
曰
く
明
覚
、
曰
く
福
田
、
曰
く
専
超
、

曰
く
西
宝
、
是
な
り
。 

西
光
寺 

岡
城
の
西
北
、
下
木
村
に
在
り
。
斯
の
寺
旧
く
は
播

（註

：
播
州
）
の
三
木
城
下
に
在

り
。
中
川
氏
の
墳
寺
と
為
す
。
西
山
浄
門
釈
光
空
慧
が
開
祖
た
り
。
修
理
大
夫
秀
成
其
の
法
徳
を

欽
し
欵
待
ま
た
厚
し
。
天
正
中[1

5
7
3
-1

5
9
2
]

、
頻
り
に
軍
役
有
り
。
慧
明
屢
其
の
営
に
候
す
。
文

禄
二
年[1

5
9
3
]

、
岡
に
移
封
す
。
四
年[1

5
9
5
]

、
慧
明
来
た
り
候
す
。
遂
に
此
れ
に
寓
す
。
先
公

の
祠
堂
を
営
む
。
府
内
街
に
寺
を
建
て
、
西
光
寺
と
名
づ
く
。
万
治
三
年[1

6
6
0
]

、
第
三
世
文
海
、

浮
屠
私
法
、
公
律
を
犯
す
を
以
て
故
に
追
う
所
、
是
に
お
い
て
鎮
西
浄
家
正
覚
即
元
和
尚
、
摂
寺

職
に
代
わ
ら
し
む
。
因
り
て
二
先
公
の
神
主
を
遷
す
。
更
に
正
覚
寺
に
祠
堂
を
立
て
、
春
秋
祭
祀

皆
こ
れ
を
掌
る
。
延
宝
七
年[1

6
7
9
]

、
君
祖
母
光
顕
夫
人
、
嘗
て
鎮
西
憲
誉
上
人
の
法
義
を
信
仰

し
招
待
住
焉
。
且
つ
今
の
地
に
寺
を
移
す
。
是
、
第
六
世
と
為
す
。 

東
洞
寺 

岡
城
の
西
北
、
下
木
村
に
在
り
。
ま
た
不
動
院
と
い
う
。
古
刹
に
て
其
の
剏

（は
じ
め
）

を
知
ら
ず
。
相
伝
ゆ
る
巌
壁
の
不
動
像
は
日
羅
の
刻
す
る
所
。
天
正
中[1

5
7
3
-1

5
9
2
]

、
大
友
宗
麟

が
寺
祠
を
焼
亡
す
。
け
だ
し
、
其
の
災
い
に
遇
い
て
廃
る
る
。
元
禄
中[1

6
8
8
-1

7
0
4
]

、
中
川
佐
渡
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守
久
恒
、
嘗
て
遊
猟
放
鷹
、
條
絶
鷹
逸
す
。
忽
ち
此
の
山
に
入
り
、
林
中
を
飛
翔
す
。
因
り
て
索

之
を
冥
く
し
、
則
ち
鷹
を
得
る
。
且
つ
傍
ら
、
石
壁
仏
像
の
有
る
を
覩
る
。
後
、
修
験
道
士
剪
林

が
地
を
拓
き
宇
を
結
び
て
居
す
。
尋
ね
て
薩

（註

：薩
摩
）
の
修
験
頼
圓
は
来
た
り
て
之
に
住
む
。

爾
後
、
碧
雲
寺
の
雲
室
和
尚
の
徒
才
弁
が
住
む
。
東
洞
寺
と
名
づ
く
。
ま
た
、
僧
明
岩
こ
れ
を
相

継
ぐ
。
久
恒
謂
い
て
以
て
旧
く
の
密
宗
と
為
す
。
す
な
わ
ち
其
の
徒
宥
教
、
こ
れ
に
住
ま
わ
し
む
。 

圓
福
寺 
岡
城
の
西
北
、
下
木
村
に
在
り
。
此
の
寺
、
旧
く
は
挟
田
柴
栗
に
在
り
。
建
久

[1
1
9
0
-1

1
9
9

]
以
来
、
天
台
僧
を
し
て
祷
禳

の
事
を
専
修
せ
し
む
。
野
史
に
曰
く
、
天
正

[]1
5
7
3
-1

5
9
2
]

の
始
め
、
宗
麟
入
道
が
柴
田
紹
安
に
命
じ
、
宇
目
の
内
田
に
鑿
城
し
、
以
て
薩
兵

の
不
慮
に
備
う
。
既
に
成
り
朝
日
嶽
城
と
名
づ
く
。
す
な
わ
ち
圓
福
寺
の
権
僧
都
宥
栄
、
鎮
護
の

法
を
修
め
し
む
。
文
禄
の
国
除

（註

：
文
禄
二
年[1

5
9
3
]

の
大
友
家
所
領
没
収
を
指
す
）
の
後
、

寺
も
ま
た
廃
る
。
寛
文
六
年[1

6
6
6
]

、
府
主
久
恒
、
越(

註

：
越
後
国)

の
敦
賀
の
僧
、
日
蓮
教
徒
日

達
な
る
者

へ
一
寺
を
与
え
し
め
、
号
の
圓
福
を
取
る
。
嘗
て
志
賀
氏
の
墳
寺
、
蓮
成
寺
有
り
。
竹

田
街
に
在
り
。
ま
た
日
蓮
教
、
此
の
時
、
僧
家
私
法
、
官
制
を
犯
す
を
以
て
罪
を
獲
て
席
を
虚
し

く
す
。
其
の
檀
越
皆
香
花
の
供
を
闕
く
。
因
り
て
命
じ
て
其
の
仏
像
法
器
及
び
檀
越
を
併
せ
皆
圓

福
寺
に
寄
す
と
い
う
。 

蓮
昌
院 

岡
城
下
の
蘭
若
街
に
在
り
。
其
の
創
、
詳
ら
か
な
ら
ず
。
寛
永
中[1

6
2
4
-1

6
4
4
]

修
験
道

士
養
山
法
印
中
興
と
為
る
。 

大
安
寺 

城
西
の
竹
田
村
に
在
り
。
古
刹
に
し
て
其
の
創
を
知
ら
ず
。
元
和
中[1

6
1
5
-1

6
2
4
]

、
空

巌
官
翁
和
尚
、
廃
を
修
む
。 

満
徳
寺 

三
宅
郷
平
村
に
在
り
。
文
明
八
年[1

4
7
6
]

、
釈
了
善
、
葎
原
に
寺
を
建
て
、
満
徳
寺
と

称
す
。
数
世
の
後
、
教
化
益
隆
し
、
豊
肥
道
の
俗
、
門
徒
け
だ
し
十
万
余
人
。
遂
に
別
に
肥
の
内

牧
に
道
場
を
設
く
。
化
度
弘
済
。
寛
永
中[1

6
2
4
-1

6
4
4
]

、
細
川
氏
、
制
し
て
凡
そ
檀
越
の
境
を
越

ゆ
る
を
禁
ず
。
因
り
て
其
の
度
を
分
く
。
す
な
わ
ち
肥
人
は
皆
、
内
牧
に
属
す
。
惟
う
に
豊
人
の

本
寺
は
之
を
稟

（う
）
く
る
。
元
禄
十
五
年[1

7
0
3
]

、
災
に
遇
う
。
後
、
今
の
地
に
寺
を
移
す
。

子
院
六
区
。
曰
く
仏
乗
、
曰
く
松
山
、
曰
く
憶
念
、
曰
く
圓
浄
、
曰
く
順
照
、
曰
く
正
林
が
是
な

り
。 

瀧
上
寺 

城
東
の
十
川
村
に
在
り
。
元
和
乙
卯[1

6
1
5
]

、
大
野
郡
の
最
乗
寺
の
開
祖
、
釈
安
誓
が

宇
を
結
び
、
此
れ
に
隠
る
る
。
寛
文
辛
亥[1

6
7
1
]

、
西
本
願
寺
に
隷
す
。
始
め
て
瀧
上
と
号
す
。

け
だ
し
、
寺
が
瀑
布
の
水
を
望
む
故
の
名
な
ら
ん
。 

西
休
寺 

三
宅
郷
平
村
に
在
り
。
慶
長
七
年[1

6
0
2
]

、釈
敬
圓
が
菴
を
結
び
居
す
。
延
宝
五
年[1

6
7
7
]

、

三
世
敬
讃
が
本
願
寺
に
隷
し
、
西
休
寺
の
坊
を
授
か
る
。
寺
記
に
曰
く
、
敬
圓
は
民
部
大
輔
甲
斐

宗
運
の
孫
、
大
隅
守
親
直
の
子
と
。
宗
運
は
子
六
人
。
三
船
城
が
陥
ち
、
六
子
は
四
散
。
惟
う
に

親
直
は
直
入
の
市
用
に
到
り
岩
窟
に
入
り
居
す
。
従
う
者
皆
後
よ
り
至
る
。
未
だ
幾

（い
）
か
ざ

る
に
薩
兵
、
豊
に
入
り
、
之
と
戦
い
死
す
。
親
直
の
妻
既
に
孕
む
。
逃
げ
て
千
引
村
に
至
り
、
窟

に
就
き
子
を
生
む
。
歳
甫
十
五
、
僧
と
為
り
敬
圓
と
名
づ
く
。 

仏
巌
寺 

三
宅
郷
瀬
口
に
在
り
。
天
文
中[1

5
3
2
-1

5
5
5
]

、
釈
了
祐
が

一
宇
を
営
み
居
す
。
了
祐
は

阿
南
惟
興
の
子
。
寛
文
十

一
年[1

6
7
1
]

、
、
五
世
釈
玄
栄
が
本
願

（
マ
マ
、
註

：
寺
の
欠
か
）
に
隷

し
、
仏
巌
の
号
を
受
く
。 

源
勝
寺 

三
宅
郷
柴
栗
村
に
在
り
。
慶
長
四
年[1

5
9
9
]

、
明
尊
寺
の
釈
宗
慶
が
市
萬
田
に
廬
を
結

ぶ
。
寛
文
十
年[1

6
7
0
]

、
四
世
空
心
が
柴
栗
に
寺
を
移
し
、
源
勝
寺
と
名
づ
く
。
旧
く
は
是
、
圓

福
寺
の
址
な
り
。 

瑞
泉
寺 

三
宅
郷
挟
田
村
に
在
り
。
寛
永
八
年[1

6
3
1
]

、
釈
鎮
宥
が
寺
を
営
み
瑞
泉
と
号
す
。 

敬
年
寺 

三
宅
郷
立
石
村
に
在
り
。
旧
く
は
長
福
寺
と
い
う
。
大
友
の
臣
、
原
田
外
記
の
子
が
僧
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と
為
り
、
宗
圓
と
号
し
て
住
む
。
寛
文
二
年[1

6
6
2
]

、
敬
年
寺
と
改
名
す
。 

眞
光
寺 

三
宅
郷
北
尾
鶴
村
に
在
り
。
釈
道
雲
が
寛
永
八
年[1

6
3
1
]

、
之
を
創
む
。 

應
現
寺 

三
宅
郷
田
平
村
に
在
り
。
旧
名
は
泉
福
寺
。
其
の
来
由
を
知
ら
ず
。
釈
祐
清
、
廃
を
興

し
、
改
め
て
應
現
寺
と
い
う
。
本
願
寺
に
隷
す
。 

西
照
寺 

三
宅
郷
刈
小
野
村
に
在
り
。
寛
永
二
十

一
年[1

6
4
4
]

、
釈
宗
祐
が
剏
む
。 

眞
正
寺 
入
田
郷
玉
来
駅
に
在
り
。
徳
治
二
年[1

3
0
7
]

、
肥
人
の
北
條
某
が
僧
と
為
り
、
釈
教
秀

と
称
す
。
此
に
来
た
り
て
廃
を
興
し
、
以
て
中
興
の
祖
と
為
る
。
其
の
創
を
知
ら
ず
。 

光
明
寺 

入
田
郷
玉
来
駅
に
在
り
。
寛
永
十
八
年[1

6
4
1

、
釈
了
圓
、
之
を
興
す
。 

國
恩
院 

大
船
山
に
在
り
。
天
長
十
年[8

3
3
]

、
江

（註

：
近
江
国
）
の
三
井
寺
の
沙
門
、
光
天
律

師
が
始
め
て
山
に
入
り
宇
を
結
ぶ
。
天
正
中[1

5
7
3
-1

5
9
2
]

、
薩
賊
が
攻
め
入
り
寺
宇
悉
く
焼
き
滅

ぼ
す
。
文
禄
三
年[1

5
9
4
]

、
修
験
泉
養
坊
玄
桂
が
之
を
再
興
す
。 

歓
喜
院 

九
重
山
に
在
り
。
こ
の
山
は
綏
靖
天
皇
を
神
と
し
て
祭
る
。
延
暦
中[7

8
2
-8

0
6
]

の
創

（は

じ
）
む
る
所
。
文
明
二
年[1

4
6
7
]

、
養
順
法
印
が
祭
事
を
掌
る
。
相
続
き
今
に
至
る
。 

安
楽
寺 

朽
網
郷
今
市
村
に
在
り
。
天
文
中[1

5
3
2
-1

5
5
5
]

、
釈
了
喜
が

一
宇
を
営
む
。
了
喜
は
肥

の
熊
本
の
人
。
姓
は
松
尾
。
嘗
て
其
の
父
市
次
郎
惟
久
と
い
う
者
に
従
い
此
こ
に
来
る
。
後
、
薙

髪
し
て
了
喜
と
称
す
。
本
願
寺
に
隷
す
。
初
め
、
寺
を
名
づ
け
て
光
念
と
い
う
。
寛
永
十
二
年[1

6
3
5
]

、

四
世
玄
作
が
改
め
て
安
楽
寺
と
い
う
。 

萬
生
寺 

朽
網
郷
今
市
村
に
在
り
。
旧
く
は
岡
城
下
に
在
り
。
萬
生
菴
と
称
す
。
寛
文
四
年[1

6
6
4
]

、

此
の
地
に
移
る
。
醍
醐
天
南
和
尚
が
居
す
。 

安
照
寺 

朽
網
郷
小
柳
村
に
在
り
。
永
禄
中[1

5
5
8
-1

5
7
0
]

、
釈
専
弘
が
茅
舎
を
営
み
居
す
。
承
応

二
年[1

6
5
3
]

、
三
世
正
圓
が
本
願
寺
に
隷
し
、
安
照
寺
と
称
す
。 

明
圓
寺 

朽
網
郷
市
村
に
在
り
。
慶
長
十
六
年[1

6
1
1
]

、
釈
行
忍
が
之
を
創
む
。 

専
精
寺 

朽
網
郷
仏
原
村
に
在
り
。
釈
了
正
、
族
は
松
尾
氏
。
元
和
中[1

6
1
5
-1

6
2
4
]

、

一
宇
を
営

み
居
す
。
専
精
寺
と
名
づ
く
。 

猪
鹿
狼
寺 

九
重
山
の
西
南
の
半
腹
に
在
り
。
梶
原
景
季
、
仁
田
忠
常
が
嘗
て
此
れ
に
て
猟
を
し

獲
た
る
所
の
禽
、
皆
瘞

（う
ず
）
め
、
寺
を
立
つ
る
。
故
に
猪
鹿
狼
寺
と
名
づ
く
と
の
事
、
日
田

志
に
見
ゆ
。 

常
楽
寺 

朽
網
郷
白
丹
村
に
在
り
。
建
治
三
年[1
2
7
7
]

、
大
友
大
炊
介
頼
泰
が

一
禅
宇
を
建
て
常

楽
寺
と
名
づ
く
。
観
応
四
年

（
マ
マ
。
註

：
観
応
は
二
年
間
で
文
和
に
改
元
さ
れ
て
い
る
。
西
暦

1
3
5
3

か
）
、
志
賀
武
蔵
守
義
天
が
再
修
し
墳
寺
と
為
す
。
寿
慶
禅
師
を
し
て
住
ま
わ
し
む
。
天
正

中[1
5
7
3
-1

5
9
2
]

、
安
山
智
禅
師
が
居
し
中
興
の
祖
と
称
す
。
慶
長
二
年[1

5
9
7
]

、
示
寂
。 

萬
休
寺 

朽
網
郷
久
住
駅
に
在
り
。
旧
古
刹
。
其
の
創
を
聞
か
ず
。
寛
永
中[1

6
2
4
-1

6
4
4
]

、
大
分

高
田
の
能
仁
寺
の
雲
歩
禅
師
、
豊
の
廃
寺
を
興
す
こ
と
十
二
処
。
是
は
其
の
一
な
り
。
今
は
能
仁

寺
に
隷
す
な
り
。 

眞
光
寺 

朽
網
郷
久
住
駅
に
在
り
。
本
願
寺
門
徒
。
ま
た
其
の
剏
を
知
ら
ず
。 

 

廃
寺 

慶
雲
寺 

三
宅
郷
上
坂
田
村
に
在
り
。
豊
日
志
に
曰
く
。
敏
達
天
皇
の
二
年
、
百
済
沙
門
豊
国
奉

祀
の
創
む
る
所
。
今
、
里
人
曰
く
、
座
主
寺
伽
藍
の
廃
る
址
は
聖
徳
太
子
の
建

つ
る
所
。
或
い
は

慶
雲
山
浄
土
寺
と
称
す
。 

満
願
寺 

入
田
郷
岩
瀬
村
に
在
り
。
側
、
古
塔
有
り
。
文
正
の
年
号
を
紀
す
。
此
の
佗

（ほ
か
）

廃
寺
甚
だ
多
し
。
今
は
徒

（た
だ
）
村
里
の
名
に
存
す
の
み
。 

蓮
成
寺 

岡
城
の
西
の
本
街
に
在
り
。
志
賀
氏
の
墳
寺
。
寛
文
中[1

6
6
1
-1

6
7
3
]

、
適

（た
ま
た
ま
）
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官
制
を
犯
し
、
故
に
以
て
廃
る
。 

嶽
麓
寺 

朽
網
郷
有
氏
村
に
在
り
。
応
安
三
年[1

3
7
0
]

、
入
元
せ
し
僧
放
牛
禅
師
が
大
分
の
龍
祥

寺
及
び
此
の
寺
を
剏
て
建
つ
と
い
う
。 

西
蓮
寺 

嶽
麓
寺
の
東
隣
に
在
り
。
朽
網
氏
の
剏
む
る
所
。
元
僧
某
氏
が
住
む
。 

法
泉
寺 

朽
網
郷
日
向
塚
村
に
在
り
。
今
、

一
小
堂
存
す
。
霊
牌
二
有
り
。

一
は
開
山
聞
叟
徹
公

禅
師
と
い
う
。
正
長
元
年[1

4
2
8
]

十
月
寂
。

一
は
中
興
實
翁
天
◆

（註

：
「乃
」
の
下
に

「云
」）

禅
師
と
い
う
。
天
文
十
九
年[1

5
5
0
]

十

一
月
寂
。 

 

墳
墓 

志
賀
親
教
墓 

民
部
大
輔
と
称
す
。
二
碑
並
び
岡
城
下
の
蓮
成
寺
の
廃
址
に
在
り
。 

菊
池
義
武
墓 

三
宅
郷
法
泉
菴
村
に
在
り
。
左
衛
門
尉
と
称
す
。
永
正
十
七
年[1

5
2
0
]

卒
。 

志
賀
義
親
墓 

朽
網
郷
白
丹
村
の
常
楽
寺
に
在
り
。
能
登
守
を
称
す
。
天
正
十
四
年[1

5
8
6
]

卒
。

其
の
側
、
古
碑
二
十
有
り
。
皆
従
者
の
墓
。 

朽
網
親
定
墓 

朽
網
郷
市
村
の
上
嵯
峨
に
在
り
。
能
登
守
を
称
す
。
天
文
十
三
年[1

5
4
4
]

八
月

卒
。 

朽
網
宗
暦
墓 

朽
網
郷
嶽
麓
寺
村
に
在
り
。
三
河
守
を
称
す
。
天
正
十
四
年[1

5
8
6
]

卒
。 

入
田
親
眞
墓 

入
田
郷
小
松
尾
山
に
在
り
。
丹
後
守
を
称
す
。
天
文
十
九
年[1

5
5
0
]

卒
。 

佐
田
常
任
墳 

入
田
郷
高
源
寺
村
に
在
り
。
封
而
樹
老
松
二
株
。
天
正
十
四
年[1

5
8
5
]

卒
。 

荒
墳 

七
有
り
。
柏
原
郷
戸
上
村
に
在
り
。
皆
封
而
樹
。
接
列
す
る
は
七
。
旧
く
は
大
塚
村
と
い
う
。

七
塚
と
い
う
。
ま
た

一
処
は
菅
生
村
塚
原
に
在
り
。

一
処
は
小
冢
村
に
在
り
。
皆
曰
く
、
景
行
天

皇
の
滅
ぼ
す
所
の
土
蜘
蛛
の
墳
な
り
と
。 

 

古
蹟 

禰
疑
野 

柏
原
郷
の
東
北
に
在
り
。
風
土
記
に
曰
く
、
天
皇
、
土
蜘
蛛
の
賊
を
伐
た
ん
と
欲
し
茲

の
野
に
在
り
。
勅
し
て
兵
を
労

（ね
ぎ
ら
）
い
衆
を
歴
す
。
因
り
て
禰
疑
野
と
謂
う
な
り
。
日
本

紀
を
按
じ
て
曰
く
。
速
見
邑
に
至
り
、
女
人
有
り
。
曰
く
、
賊
の
在
る
所
を
悉

（
つ
く
）
す
。
直

入
縣
の
禰
疑
野
に
、
三
蜘
蛛
有
り
。
ま
た
徑
、
禰
疑
山
を
度

（わ
た
）
る
。
固

（も
と
よ
り
）
此

の
名
を
有
す
に
似
る
。
風
土
記
に
曰
く
、
歴
労
の
義
は
恐
鑿
。 

鬼
巌
屋 

柏
原
郷
池
部
村
に
在
り
。
懸
崖
絶
壁
、
高
さ
百
余
丈
。
前
は
渓
流
に
臨
む
。
巌
ア
ナ
の

広
さ
は
百
人
を
容
る
る
べ
し
。
所
謂
禰
疑
野
の
三
賊
、
打
猨
、
八
田
、
國
麻
呂
等
の
◆

（註

：
石

偏
に
巣
）
居
な
り
。 

海
石
榴
市 

血
田 

風
土
記
は
二
所
並
べ
て
大
野
郡
と
為
す
。
悞

（あ
や
ま
り
）。
海
石
榴
市
は

す
な
わ
ち
海
石
榴
山
。
朽
網
郷
稲
葉
村
に
在
り
。
血
田
は
柏
原
郷
今
村
に
在
り
。

一
頃
田
有
り
。

尚
血
田
と
呼
ぶ
。
日
本
紀
に
曰
く
、
海
石
榴
樹
を
採
り
椎

（
つ
ち
）
を
作
り
兵
と
為
す
。
因
り
て

猛
卒
を
簡

（え
ら
）
び
悉
く
其
の
党
を
殺
す
。
血
が
流
れ
踝

（く
る
ぶ
し
）
に
至
る
。
故
、
時
の

人
其
の
椎

（
つ
ち
）
を
作
る
の
処
、
海
石
榴
と
い
い
、
ま
た
、
血
が
流
る
る
の
処
、
血
田
と
い
う

は
是
な
り
。 

宮
處
野 

朽
網
郷
市
村
に
在
り
。
風
土
記
に
曰
く
、
此
の
野
に
行
宮
を
起
つ
。
故
、
宮
處
野
と
名

づ
く
は
是
な
り
。
按
ず
る
に
今
、
其
の
地
を
呼
び
て
宮
園
と
い
う
。
け
だ
し
方
音
相
通
ず
。 

臰
水
（く
さ
み
） 

朽
網
郷
市
村
の
宮
園
の
南
、
田
の
間
に
在
り
。
今
、
供
奉
水
と
い
う
は
此
れ
な

り
。
事
、
前
に
見
ゆ

（註

：
景
行
天
皇
祠
の
項
参
照
）。 

蹶
石
野 

其
の
所
未
だ
詳
か
な
ら
ず
。
風
土
記
の
柏
原
郷
の
條
下
に
曰
く
、
天
皇
、
柏
峡
、
大
野

中
に
幸

（み
ゆ
き
）
す
。
石
有
り
。
長
さ
六
尺
、
広
さ
三
尺
、
厚
さ

一
尺
五
寸
。
祷
し
て
曰
く
、
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朕
将
に
賊
を
滅
ぼ
さ
ん
と
す
。
當
に
茲
の
石
に
蹶

（
つ
ま
づ
）
き
、
譬
え
て
柏
葉
の
如
く
す
べ
し
。

而
し
て
す
な
わ
ち
此
れ
に
蹶
く
。
騰

（あ
が
）
る
こ
と
柏
葉
の
如
し
。
因
り
て
蹶
石
と
い
う
。
按

ず
る
に
柏
原
郷
に
在
り
。
恐
れ
非
く
。
け
だ
し
、
日
本
紀
は
柏
峡
大
野
と
い
う
。
故
、
断
じ
て
柏

原
と
い
う
。
然
る
に
柏
原
は
寇
賊
の
屯
す
る
所
。
事
の
理
に
お
い
て
妄
入
る
べ
か
ら
ず
。
敵
地
に

入
り
且
つ
石
に
蹶
き
神
に
祷
す
な
り
。
日
本
紀
に
曰
く
、
す
な
わ
ち
来
田
見
邑
に
留
ま
り
、
権
り

に
宮
室
を
興
し
こ
れ
に
居
す
。
す
な
わ
ち
群
臣
と
之
を
議
す
。
所
謂
蹶
石
は
當
に
此
の
地
方
に
在

る
べ
し
。
当
時
、
祷
す
る
所
の
三
神
。
直
入
中
臣
の
神
有
り
。
祠
は
朽
網
に
在
り
。
石
を
祭
り
神

と
為
す
。
石
神
明
神
と
称
す
。
其
の
石
は
大
小
稍
之
相
近
し
。
然
り
て
す
な
わ
ち
蹶
石
野
な
り
。

す
な
わ
ち
其
の
地
方
の
野
、
而
し
て
蹶
石
は
す
な
わ
ち
此
の
石
か
。 

我
鹿
屯
倉
址 

三
宅
郷
刈
小
野
村
に
在
り
。
日
本
紀
安
閑
紀
に
曰
く
、
二
年
五
月
、
豊
國
の
我

鹿
屯
倉
を
置
く
。
按
ず
る
に
、
後
、
阿
鹿
に
作
る
。
方
音
相
通
ず
。
今
呼
び
て
阿
鹿
野
と
い
う
。

旧
く
は
阿
鹿
野
、
竈
、
刈
小
野
等
の
地
方
を
指
す
。
阿
鹿
野
と
い
う
。 

 

騎
牟
礼
城 

三
宅
郷
瀬
口
村
に
在
り
。
仁
平
中[1

1
5
1
-1

1
5
4
]

、
源
公
子
為
朝
、
此
に
城

（き
ず
）

く
と
い
う
。
天
正
中[1

5
7
3
-1

5
9
2
]

、
志
賀
親
次
が
支
堡
と
為
す
。
薩
兵
の
朽
網
よ
り
襲
来
し
来
る

に
備
ゆ
る
な
り
。 

南
山
城 

朽
網
郷
白
丹
村
に
在
り
。
志
賀
武
蔵
守
義
天
、
康
応
中[1

3
8
9
-1

3
9
0
]

、
此
れ
に
城
く
。

九
世
の
孫
、
常
陸
介
鎮
隆
嗣
立
す
。
天
正
十
四
年[1

5
8
6
]

、
島
津
忠
久
、
新
納
、
梅
北
の
二
将
を

し
て
兵
を
率
い
、
西
肥
よ
り
之
に
来
攻
せ
し
む
。
鎮
隆
大
い
に
戦
う
。
兵
精
と
い
え
ど
も
衆
な
し
。

克

（か
）
た
ず
、
屋
形
木
山
に
遁
れ
て
自
殺
す
。
父
道
運
入
道
鑑
隆
及
び
弟
義
親
は
能
く
戦
い
、

薩
兵
殆
ど
窘

（く
る
）
し
む
。
既
に
軍
中
間
あ
り
。
遽

（に
わ
か
）
に
火
起
こ
る
。
寇
こ
れ
に
乗

じ
城
を
抜
く
。
道
運
縄
張
塞
に
走
り
こ
れ
を
保
つ
。
義
親
は
常
楽
寺
に
逃
げ
自
殺
す
。
南
山
城
は

是
に
て
廃
る
。 

山
野
城 

朽
網
郷
市
村
に
在
り
。
朽
網
氏
が
城
き
以
て
世
居
す
。
天
文
十
三
年[1

5
4
4
]

、
大
友
義

鑑
讒
を
信
じ
朽
網
親
満
を
誘
召
し
こ
れ
を
殺
す
。
其
の
弟
、
能
登
守
親
定
、
其
の
冤
殺
を
憤
り
、

遂
に
叛
し
て
之
に
拠
る
。
義
鑑
す
な
わ
ち
命
じ
て
之
を
討
つ
。
親
定
克
た
ず
上
嵯
峨
に
走
り
て
自

殺
す
。
其
の
臣
、
古
荘
氏
豊
府
に
就
き
、
極
め
て
親
満
無
罪
之
状
を
訴
ゆ
。
義
鑑
甚
だ
悔
恨
す
。

因
り
て
入
田
親
眞
の
次
子
を
し
て
其
の
後
を
継
が
し
む
。
是
、
三
河
守
鑑
康
と
為
す
。
鑑
康
旧
城

を
修
復
し
大
い
に
之
を
広
ぐ
。
所
謂
南
郡
七
家
、
入
田
、
両
志
賀
、
田
北
、
一
萬
田
等
之
に
資
す
。

樓
、
櫓
、
塹
濠
、
甚
だ
之
を
美
し
ゅ
う
す
。
天
正
十
四
年[1

5
8
6
]

、
島
津
の
兵
こ
れ
を
伐
つ
。
城

の
地
は
険
し
く
、
薩
兵
殆
ど
苦
し
む
。
其
の
将
、
新
納
等
相
謀
り
て
和
を
講
ず
。
朽
網
鎮
則
、
ま

た
校
す
べ
が
ら
ざ
る
勢
を
思
い
て
許
し
、
遂
に
城
を
授
く
。
既
に
薩
軍
、
豊
臣
氏
の
大
師
の
至
る

を
聞
き
驚
◆

（註

：
立
身
偏
に
亥
。
驚
駭
か
）
、
城
を
棄
て
て
亡
去
す
。
故
、
鎮
則
城
に
帰
り
居
す
。

是
の
歳
の
夏
、
大
友
義
統
悉
く
薩
に
服
す
者
を
誅
す
。
志
賀
親
次
を
し
て
之
を
討
た
し
む
。
鎮
則

弁
じ
て
曰
く
、
其
れ
急
な
り
、
之
を
救
わ
ず
と
。
其
れ
服
し
す
な
わ
ち
討
つ
。
今
、
国
中
皆
寇
な

り
。
遂
に
戦
死
す
。
城
ま
た
廃
る
。 

松
牟
礼
城 

朽
網
郷
橘
村
の
北
に
在
り
。
屹
立
高
峻
、
群
山
囲
繞
、
飛
流
映
帯
。
田
北
氏
が
世
保

つ
。
以
て
戒
備
と
為
す
。
天
正
の
役
、
城
主
田
北
統
員
、
大
友
義
統
に
従
い
、
豊
前
の
龍
王
城
に

在
り
。
其
の
母
及
び
家
宰
こ
れ
を
守
る
。
薩
将
新
納
久
将
、
其
の
嶮
要
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
を
察
し
、

遂
に
攻
め
ず
し
て
去
る
。 

津
賀
牟
礼
城 

入
田
郷
矢
原
村
に
在
り
。
入
田
丹
後
守
親
眞
此
れ
に
城
き
居
す
。
天
文
十
九
年

[1
5
5
0
]

二
月
、
大
友
義
鑑
弑
し
見
る
の
後
、
世
子
義
鎮
、
日
田
、
玖
珠
の
武
士
を
し
て
之
を
討
た

し
む
。
親
眞
之
を
拒
み
戦
い
敗
れ
小
松
寨
に
走
る
。
其
の
後
、
義
鎮
、
支
城
と
為
し
之
を
戌

（ま
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も
）
る
。
天
正
十
四
年[1

5
8
6
]

、
薩
軍
之
を
攻
む
。
城
は
陥
ち
、
す
な
わ
ち
入
り
て
保
つ
。
十
五

年[1
5
8
7
]

、
志
賀
親
次
之
を
撃
ち
大
い
に
敗
り
、
其
の
城
を
復
す
。
文
禄
二
年[1

5
9
3
]

、
国
除
の

日
、
竟

（
つ
い
）
に
廃
る
。 

高
城 

入
田
郷
高
城
山
に
在
り
。
佐
田
常
任
が
之
に
拠
り
、
薩
兵
と
戦
い
て
死
す
。
薩
兵
入
り
て
之

を
保
つ
。
明
年
、
志
賀
親
次
が
之
を
撃
ち
城
を
復
す
。
文
禄
の
後
竟
に
廃
る
。 

 

駄
原
寨 
柏
原
郷
戸
上
村
に
在
り
。 

縄
張
寨 

南
山
城
の
西
半
里
、
稲
葉
村
に
在
り
。
志
賀
氏
が
此
れ
に
築
き
、
西
肥
に
備
ゆ
。
南
山

城
は
既
に
敗
れ
、
道
運
入
道
が
此
れ
に
逃
げ
之
を
保
つ
。
志
賀
重
實
、
渡
辺
友
綱
、
吉
野
義
友
、

皆
之
に
従
う
。
竟
に
其
の
克
た
ざ
る
を
謀
り
皆
自
殺
す
。
吉
野
重
昌
、
後
に
至
り
道
運
を
い
さ
め

て
曰
く
、
願
わ
く
は
宜
し
く
難
を
避
け
以
て
興
復
の
時
を
待
た
ん
と
。
遂
に
潜
か
に
日
田
郡
津
江

に
逃
ぐ
。
寨
、
遂
に
廃
る
。 

松
尾
寨 

朽
網
郷
阿
曽
野
の
上
重
村
に
在
り
。
天
正
中[1

5
7

3
-1

5
9

2
]

、
温
湯
左
馬
介
臣
が
据
ゆ
。 

小
松
尾
寨 

入
田
郷
小
松
尾
山
に
在
り
。
入
田
氏
の
支
寨
。
津
賀
牟
礼
城
は
既
に
陥
ち
、
此
れ
に

逃
れ
て
自
殺
す
。
林
中
、
二
墓
有
り
。

一
は
親
眞
、

一
は
息
女
と
い
う
。 

菅
迫
寨 

入
田
郷
山
田
村
の
南
山
上
に
在
り
。
岡
城
の
支
。
志
賀
氏
が
之
を
築
く
。
嘗
て
朝
倉

一

玄
が
駄
原
寨
に
在
り
。
天
正
十
四
年[1

5
8
6
]

十
二
月
、
島
津
の
将
坂
瀬
豊
前
守
之
を
攻
む
。
薄
暮

陳
く
に
至
り
、
寨
を
去
る
こ
と
十
余
町
、
之
に
逼
す
。

一
玄
、
之
を
見
て
曰
く
、
寡
の
衆
に
敵
せ

ず
。
誰
ぞ
昔
然
り
て
や
。
今
我
が
兵
を
以
て
之
に
当
た
る
は
、
徒
労
無
益
の
み
と
。
夜
に
乗
じ
て

自
ら
屏
障
を
焼
き
、
其
の
要
害
を
破
り
、
竊

（ひ
そ
）
か
に
菅
迫
に
逃
ぐ
。
薩
兵
火
の
起
こ
る
を

見
て
急
ぎ
之
を
攻
む
。
闃

（し
ず
か
）
に
し
て
人
無
し
。
因
り
て
軍
を
移
し
入
り
て
此
れ
を
保
つ
。

一
玄
、
其
の
夜
、
岡
に
急
を
告
げ
、
援
を
乞
う
。
且
つ
菅
迫
の
衆
を
聚

（あ
つ
）
め
之
を
待
つ
。

親
次
、
志
賀
掃
部
介
、
大
森
弾
正
忠
、
後
藤
遠
江
守
を
し
て
之
を
救
わ
し
む
。

一
玄
鉾
を
執
り
先

登
す
。
三
将
は
三
路
よ
り
攻
め
入
る
。
薩
軍
大
敗
す
。
遂
に
其
の
将
、
豊
前
守
を
斬
り
、
其
の
寨

を
復
す
。 

 

三
船
堡 

朽
網
郷
洲
崎
村
に
在
り
。
朽
網
鎮
則
大
い
に
旧
堡
を
修
し
、
其
の
弟
親
康
を
し
て
之
を

守
ら
し
む
。
親
康
敗
死
す
。
鎮
則
滅
亡
の
後
、
大
友
義
統
以
て
斎
藤
播
磨
守
道
暦
に
賜
う
。
文
禄

二
年[1

5
9
2
]

国
除
。
堡
は
従
い
て
廃
る
。 

篠
原
目
堡 

柏
原
郷
中
角
村
に
在
り
。
岡
城
の
支
堡
な
り
。
志
賀
親
次
、
阿
南
惟
秀
を
し
て
之
を

戍

（ま
も
）
ら
し
む
。
天
正
中[1

5
7
3
-1

5
9
2
]

、
薩
軍
の
豊
を
屠
る
時
、
其
の
将
白
坂
石
見
守
が
之

を
伐
つ
。
惟
秀
、
薩
兵
の
衆
を
覩
て
既
に
敵
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
。
偽
り
て
降
を
請
う
。
且
つ
、

我
叛
す
る
所
は
宿
恨
有
る
の
状
と
言
う
。
石
見
守
こ
れ
を
信
じ
、
す
わ
な
ち
入
り
て
保
ち
、
惟
秀

を
し
て
城
門
を
守
ら
し
む
。
惟
秀
竊
か
に
岡
に
此
の
状
を
報
じ
、
以
て
応
ず
。
親
次
、
後
藤
美
作

守
を
し
て
先
鋒
を
為
さ
し
め
、
挑
戦
し
て
走
る
。
中
尾
伊
豆
守
、
後
軍
を
為
し
、
之
に
継
ぐ
。
大

森
弾
正
忠
、
覆
い
を
二
処
に
設
く
。
惟
秀
、
之
を
啓
く
。
既
に
戦
は
勝
ち
に
乗
じ
て
追
う
。
覆
起
。

三
師
相
来
た
り
て
之
を
撃
つ
。
其
の
軍
を
鏖

（み
な
ご
ろ
し
）
に
し
其
の
将
石
見
守
、
及
び
首
級

三
百
を
獲
る
。
以
て
其
の
堡
を
復
す
。
文
禄
の
後
、
堡
は
廃
る
。 

下
原
堡 

入
田
郷
高
源
寺
村
に
在
り
。
高
城
の
支
堡
な
り
。
文
禄
の
後
、
ま
た
廃
る
。 

廃
塢
（塢
＝
お
。
註

：
小
さ
な
砦
） 

三
処
、
其
の
主
を
知
ら
ず
。

一
は
朽
網
郷
今
市
村
の
西
に
在

り
。

一
は
下
田
北
蛇
生
瀬
山
上
に
在
り
。
或
い
は
曰
く
、
田
北
紹
鉄
の
支
寨
と
。

一
は
入
田
郷
牧

村
に
在
り
。 
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名
宦 

藤
井
連
廣
成 

豊
日
志
に
曰
く
、
天
平
七
年[7

3
5
]

二
月
、
外
従
五
位
下
藤
井
連
廣
成
を
以
て
豊

後
介
と
為
す
。
我
鹿
邑
に
寓
す
。
按
ず
る
に
、
萬
葉
集
は
藤
井
連
の
名
欲
山
の
歌
を
有
す
。
け
だ

し
是
の
人
な
り
。
我
鹿
は
三
宅
郷
に
在
り
。
今
の
阿
鹿
野
な
り
。 

膳
臣
大
丘 

豊
日
志
に
曰
く
、
光
仁
朝
人
、
豊
後
介
と
為
り
朽
網
に
居
す
。
続
日
本
紀
に
曰
く
、

宝
亀
十
年[7

7
9
]

二
月
、
大
学
博
士
外
従
五
位
下
膳
臣
大
丘
を
以
て
豊
後
介
と
為
す
は
是
な
り
。 

 

流
寓 

足
利
直
景 

垣
田
家
譜
に
曰
く
、
式
部
少
輔
直
景
は
大
将
軍
足
利
尊
氏
の
孫
に
し
て
直
冬
の
子
な

り
。
貞
和
五
年[1

3
4
9
]

、
父
直
冬
は
探
題
と
為
り
師
直
の
讒
に
見
え
、
石
衆
に
難
を
避
け
、
三
角

氏
の
家
に
寓
す
。
応
永
七
年[1

4
0
0
]

卒
す
。
直
景
遂
に
去
り
豊
の
直
入
に
到
り
、
垣
田
家
に
客
居

す
。
秀
景
と
改
名
す
。
大
友
親
著
之
を
聞
き
、
其
の
寓
居
の
陋
を
以
て
命
じ
て
其
の
居
を
改
め
営

む
。
其
の
子
秀
朝
に
荘
田
を
寄
す
。
遂
に
大
友
氏
に
仕
う
。 

菊
池
義
武 

大
友
家
譜
に
曰
く
、
菊
池
左
兵
衛
尉
義
武
は
大
友
修
理
大
夫
義
長
の
次
子
な
り
。
其

の
兄
義
鑑
と
為
る
。
義
鑑
、
菊
池
武
経
を
滅
ぼ
し
、
義
武
を
し
て
其
の
家
を
継
が
し
む
。
永
正
十

七
年[1

5
2
0
]

、
肥
後
守
護
代
と
為
る
。
後
、
豊
府
に
恨
み
有
り
、
以
て
叛
す
。
義
鎮
怒
り
、
戸
次

鑑
連
、
朽
網
鑑
康
を
し
て
之
を
討
た
し
む
。
義
武
降
を
請
う
。
遂
に
直
入
の
木
原
に
至
り
、
頻
り

に
罪
を
謝
す
。
聴
か
れ
ず
、
遂
に
自
殺
す
。 

 

人
物 

膳
臣
廣
雄 

豊
日
志
に
曰
く
、
膳
臣
廣
雄
は
前
豊
後
介
大
丘
の
子
。
大
丘
、
任
満
ち
て
去
る
。
大

同
四
年[8

0
9
]

、
其
の
子
、
廣
雄
は
直
入
郡
の
擬
大
領
と
為
り
、
政
跡
令
の
誉
を
以
て
外
従
六
位
下

を
授
か
る
。 

志
賀
貞
朝 

志
賀
家
譜
を
按
じ
て
曰
く
、
大
友
能
直
の
第
八
子
。
大
野
郡
志
賀
邑
を
領
し
、
因
み

て
氏
と
為
す
。
二
子
有
り
。
嫡
は
泰
朝
と
い
う
。
次
は
朝
秀
と
い
う
。
並
び
て
志
賀
に
居
す
。
後

分
か
れ
て
二
家
を
為
す
。
南
北
を
以
て
之
を
称
す
。
泰
朝
の
子
は
忠
能
と
い
う
。
後
、
貞
朝
と
改

名
す
。
蔵
人
と
称
す
。
図
田
帳
を
按
じ
て
曰
く
、
大
友
貞
親
が
命
じ
て
之
を
冠
し
て
諱
の
貞
字
を

賜
う
は
是
な
り
。
譜
に
曰
く
、
建
武
元
年[1

3
3
4
]

、
貞
朝
、
後
醍
醐
帝
の
宣
旨
を
奉
じ
数

（し
ば

し
ば
）
戦
功
有
り
。
直
入
の
天
神
山
に
就
き
旧
塁
を
修
築
し
、
岡
城
と
称
し
、
世
居
す
。 

志
賀
能
長 

家
譜
は
親
孝
に
作
る
。
貞
朝
の
子
。
暦
応[1

3
3
8
-1

3
4
2
]

、
康
安[1

3
6
1
-1

3
6
2
]

に
至

る
二
十
余
年
、
南
帝
の
命
に
奔
る
。
戦
争
虚
歳
無
し
。 

志
賀
親
安 

家
譜
は
親
守
に
作
る
。
安
房
守
を
称
す
。
薙
髪
し
て
道
輝
と
号
す
。
能
長
の
十
四
世

の
孫
。
大
友
義
鑑
に
仕
え
、
肥
筑
の
役
の
毎
、
常
に
戦
功
有
り
。 

志
賀
親
教 

家
譜
は
親
孝

（
マ
マ 

註

：
二
代
前
の
志
賀
能
長
も

「親
孝
」
と
し
て
あ
る
）
に
作

る
。
親
安
の
子
。
民
部
大
輔
を
称
す
。
薙
髪
し
て
道
益
と
号
す
。
野
史
は
兵
部
道
択
入
道
に
作
る
。

大
友
義
鑑
に
仕
え
、
肥
筑
及
び
日
薩
の
戦
、
常
に
勲
功
有
り
。 

志
賀
親
次 

親
教
の
子
。
妙
年
、
将
種
を
称
す
。
薩
兵
の
豊
を
屠
る
の
戦
、
諸
城
皆
降
る
。
独
り

親
次
は
た
だ
能
く
其
の
城
を
守
る
に
あ
ら
ず
。
来
路
を
要
し
数

（し
ば
し
ば
）
之
を
敗
る
。
諸
降

城
の
寇
の
代
わ
り
に
保
つ
は
悉
く
伐
ち
之
を
復
す
。
向
か
う
所
敵
な
し
。
皆
其
の
名
を
聞
き
て
驚

き
慄
く
。
惜
し
い
か
な
国
除
の
日
、
空
手
で
城
を
棄
て
て
去
る
。
其
の
道
の
憾

（う
ら
み
）
、
思
う

べ
き
な
り
。 

志
賀
義
天 

志
賀
系
図
に
曰
く
、
義
天
は
能
郷
の
第
七
世
の
孫
。
武
蔵
守
を
称
す
。
康
応
中

[1
3
8
9
-1

3
9
0

]

、
白
丹
の
南
山
に
城
き
て
居
す
。
因
り
て
南
志
賀
を
称
す
。
志
賀
記
を
按
じ
て
曰
く
、
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多
田
満
豊
、
豊
の
田
河
郡
を
領
し
居
す
。
其
の
先
、
源
満
仲
の
孫
、
満
秀
は
江

（註

：
近
江
国
）

の
志
賀
郡
を
領
す
。
故
、
改
め
て
志
賀
氏
を
称
す
。
満
国
六
世
の
孫
、
満
豊
は
子
な
し
。
能
直
の

八
男
、
能
郷
を
以
て
嗣
と
為
す
。
其
の
妄
甚
だ
し
き
か
な
。
豊
の
志
賀
は
日
本
紀
は
志
我
に
作
る
。

江
の
滋
賀
と
は
別
な
り
。
能
直
の
未
亡
人
が
尼
と
為
り
深
妙
と
称
す
。
此
の
尼
、
延
応
二
年[1

2
4
0
]

、

子
姪
に
采
地
を
分
与
す
る
の
書
有
り
。
曰
く
、
大
野
荘
志
賀
下
邑
を
以
て
能
郷
に
与
う
。
然
り
て

す
な
わ
ち
能
郷
他
家
を
冐

（お
か
）
す
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
べ
き
な
り
。 

志
賀
親
有 
義
天
六
世
の
孫
。
丹
後
守
を
称
す
。
長
禄
中[1

4
5
7
-1

4
6
0

]

、
足
利
氏
に
属
し
屢

（し

ば
し
ば
）
戦
功
有
り
。 

志
賀
鑑
隆 

親
有
の
孫
、
常
陸
介
親
定
の
子
。
武
蔵
守
を
称
す
。
大
友
義
鑑
、
義
鎮
に
仕
う
。
毎

戦
功
有
り
。
永
禄
中[1

5
5

8
-1

5
7
0
]

、
薙
髪
し
て
道
運
と
号
す
。
天
正
中[1

5
7

3
-1

5
9
2
]

、
島
津
と

戦
い
、
既
に
敗
れ
縄
張
寨
に
逃
げ
、
遂
に
日
田
に
去
る
。
ま
た
、
戦
死
す
。 

志
賀
鎮
隆 

鑑
隆
の
子
。
常
陸
介
を
称
す
。
大
友
義
鎮
、
義
統
に
仕
う
。
天
正
の
役
、
薩
兵
と
大

い
に
戦
い
、
屋
形
木
山
に
て
敗
死
す
。 

入
田
鑑
眞 

丹
後
守
を
称
す
。
野
史
の
伝
ゆ
る
所
、
其
の
人
、
忠
佞
弁
ず
べ
か
ら
ず
。
一
に
曰
く
、

大
友
義
鑑
の
長
子
、
義
鎮
年
少
、
少(

原
註
：
一
少
字
、
恐
ラ
ク
ハ
剰)

人
と
な
り
勇
悍
、
暴
を
恣

（ほ

し
い
ま
ま
）
に
す
。
師
伝
え
て
、
其
れ
人
に
非
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
す
な
わ
ち
入
田
親
眞
を
し
て
之

を
伝
え
し
む
。
数

（し
ば
し
ば
）
之
を
諌
む
。
義
鎮
、
常
に
之
を
忌
憚
す
。
久
し
く
し
て
旨
に
忤

（さ
か
ら
）
う
。
遂
に
日
田
、
玖
珠
の
人
、
之
を
討
つ
。
因
り
て
自
殺
す
。
皆
哀
惜
す
。

一
に
曰

く
、
義
鑑
、
庶
子
有
り
最
も
之
を
寵
す
。
其
の
母
、
親
眞
と
相
謀
り
て
将
に
義
鎮
を
廃
し
之
を
立

て
ん
と
す
。
義
鑑
、
津
久
見
美
作
守
、
田
口
玄
蕃
頭
、
小
佐
井
大
和
守
、
斎
藤
播
磨
守
等
と
之
を

議
す
。
皆
曰
く
、
嫡
を
廃
し
庶
を
立
つ
る
は
須
ら
ず
。
且
つ
乱
の
階
な
り
。
義
鑑
、
怒
り
て
色
を

作
す
。
衆
皆
出
づ
る
。
遂
に
人
を
し
て
斎
藤
、
小
佐
井
等
を
殺
さ
し
む
。
津
久
見
、
田
口
ま
ず
出

づ
る
故
に
免
る
。
既
に
之
を
聞
く
。
既
に
入
り
、
其
の
君
、
義
鑑
及
び
庶
子
、
其
の
母
を
弑
す
。

戸
次
鎮
順
、
斎
藤
鎮
實
を
し
て
温
泉
所
に
世
子
義
鎮
を
迎
え
し
め
、
之
を
立
つ
。
因
り
て
入
田
氏

を
討
つ
。 

朽
網
親
満 

下
野
守
を
称
す
。
大
友
家
譜
を
按
ず
る
に
、
斎
院
次
官
、
藤
原
親
能
の
第
三
子
、
筑

井
左
衛
門
尉
親
直
と
い
う
。
親
直
の
子
、
古
荘
重
吉
と
い
う
。
建
久
七
年[1

1
9

6
]

、
能
直
に
従
い

豊
に
到
り
、
其
の
職
を
幹
補
し
、
直
入
の
朽
網
に
居
す
。
故
に
後
に
氏
と
為
す
。
重
吉
十
七
世
の

孫
、
親
満
と
為
り
下
野
守
を
称
す
。
天
文
中[1
5
3
2
-1

5
5
5
]

、
義
鑑
の
殺
す
所
と
為
る
。
其
の
弟
、

能
登
守
親
定
、
其
の
枉
殺
を
憤
り
、
山
野
城
に
据
え
て
之
に
叛
し
、
遂
に
戦
死
す
。 

朽
網
鑑
康 

大
友
義
鑑
、
親
満
を
殺
す
、
後
、
其
の
冤
を
知
り
愧
恨
す
。
入
田
親
眞
の
第
二
子
鑑

康
、
之
の
後
と
為
す
。
三
河
守
を
称
す
。
鑑
康
既
に
老
い
薙
髪
し
て
宗
暦
と
号
す
。
天
正
中

[1
5
7
3
-1

5
9
2

]

、
薩
兵
攻
め
来
る
時
、
病
蓐
に
在
り
。
其
の
子
鎮
則
の
降
る
を
聞
き
、
怒
り
て
死
す
。 

朽
網
鎮
則 

鑑
康
の
子
、
左
近
大
夫
を
称
す
。
天
正
中[1

5
7
3
-1

5
9
2
]

、
戦
い
屈
し
薩
に
降
る
の

後
、
大
友
義
統
は
其
の
降
者
を
討
た
し
む
。
是
、
戦
い
て
死
す
。 

田
北
親
泰 

大
友
親
秀
の
第
七
子
。
判
官
代
と
為
す
。
始
め
、
朽
網
の
田
北
を
領
す
。
因
り
て
氏

と
為
す
。
世
居
す
。 

田
北
頼
元 

親
泰
の
子
。
大
炊
太
郎
と
称
す
。
判
官
代
と
為
る
。
後
、
薙
髪
し
て
道
仏
と
号
す
。

図
田
牒
を
按
ず
る
に
速
見
郡
山
香
郷
日
差
村
の
三
十
町
を
領
す
。 

田
北
鑑
重 

大
和
守
を
称
す
。
其
の
人
、
忠
直
。

一
時
重
き
所
。
後
、
薙
髪
し
て
紹
鉄
と
号
す
。

野
史
に
曰
く
、
天
正
十
二
年[1

5
8
4
]

、
大
友
義
統
、
豊
府
に
召
し
、
命
じ
て
国
事
を
以
て
す
。
紹

鉄
病
を
以
て
辞
す
。
或
い
は
途
に
遺
書
を
拾
得
し
て
緘
を
解
き
之
を
読
む
。
す
な
わ
ち
紹
鉄
の
異

思
の
有
る
を
知
る
。
以
て
諸
豊
府
に
呈
す
。
是
、
讒
人
の
為
す
所
。
義
統
以
て
眞
と
為
す
。
因
り
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て
丹
生
に
報
ず
。
義
鎮
、
疑
い
惑
い
決
せ
ず
。
田
原
紹
忍
、
之
を
徴
し
、
遂
に
以
て
叛
人
と
為
し
、

命
じ
て
之
を
討
つ
。
紹
鉄
、
冤
以
て
白
す
べ
く
無
し
。
坐
し
て
誣
を
受
け
、
直
ち
に
熊
牟
礼
に
去

る
。
當
に
肥
筑
に
出
奔
せ
ん
と
す
。
先
ず
、
日
田
、
鳥
栖
堡
に
逃
ぐ
。
日
田
の
諸
士
、
之
を
要
し
、

大
い
に
松
原
に
戦
い
て
死
す
。 

田
北
鎮
周 

相
模
守
を
称
す
。
慷
慨
激
烈
。
侠
士
の
風
有
り
。
天
正
六
年[1

5
7
8
]

、
日
州
の
役
。

預
か
り
て
其
の
勝
敗
を
察
す
。
強
諌
を
聴
か
ず
。
行
き
て
日
州
高
城
川
に
次
、
其
の
夜
、
副
え
鞍

を
割
り
薪
と
為
し
、
酒
を
温
め
て
飲
み
、
其
の
必
死
を
示
す
。
明
日
、
果
た
し
て
陳
に
臨
み
て
歿

す
。 

垣
田
秀
朝 

足
利
直
冬
の
孫
。
直
景
の
子
。
左
京
亮
を
称
す
。
柏
原
垣
田
に
居
す
。
大
友
持
直
其

の
名
家
の
後
を
以
て
遇
待
す
る
こ
と
殊
に
厚
し
。
其
の
後
、
子
孫
、
世
大
友
氏
に
事

（
つ
か
）
う

と
い
う
。 

田
原
親
堅 

近
江
守
を
称
す
。
薙
髪
し
紹
忍
と
号
す
。
国
東
の
田
原
氏
の
裔
。
柏
原
鴫
田
を
領
し

居
す
。
野
史
に
曰
く
、
弘
治
二
年

「
1
5

5
6

」、
大
友
義
鎮
、
宇
佐
龍
王
城
に
出
陳
し
、
肥
筑
の
成
る

を
取
り
て
還
る
。
猶
、
親
堅
を
し
て
此
の
城
お
よ
び
妙
見
城
を
守
ら
し
む
。
其
の
人
、
望
み
高
く

し
て
識
闇
。
色
厲

（は
げ
）
し
く
、
内
荏

（や
わ
ら
）
か
し
。
喜
び
て
人
の
短
に
乗
ず
。
義
鎮
こ

れ
を
待
す
る
こ
と
最
も
厚
し
。
忠
良
に
遠
く
、
孔
壬
に
進
む
。
天
正
六
年[1

5
7
8
]

、
人
と
為
り
島

津
を
伐
ち
敗
を
買
う
。
十
四
年[1

5
8
6
]

、
覆
亡
の
禍
を
招
く
。
職

（も
っ
ぱ
ら
）
、
此
の
人
に
由

（よ
）

る
。
文
禄
の
国
除
の
後
、
来
た
り
て
中
川
氏
の
客
と
な
る
。
慶
長
五
年[1

6
0
0
]

、
行
き
て
石
垣
原

の
戦
に
従
う
。
既
に
敗
れ
遁
走
す
。
路
、
萩
原
を
過
ぎ
柴
山
了
可
に
寓
す
。
了
可
、
感
激
し
て
以

て
之
を
辱
む
。
遂
に
佐
賀
関
の
役
に
従
い
て
戦
死
す
。 

 

仙
釋 

釋
豊
國 

日
本
紀
用
明
紀
に
曰
く
、
二
年
、
天
皇
病
有
り
。
詔
し
て
曰
く
、
朕
三
寶
に
帰
さ
ん
と

欲
す
。
皇
弟
穴
穂
皇
子
、
豊
國
法
師
を
引
き
て
内
に
入
る
と
。
元
亨
釋
書
に
曰
く
、
豊
國
法
師
、

史
は
其
の
名
を
闕
く
。
け
だ
し
國
を
以
て
之
を
呼
ぶ
。
善
鳴
録
に
曰
く
、
釋
豊
國
は
百
済
の
人
。

性
資
は
俊
邁
。
風
化
を
慕
い
て
来
る
。
是
時
、
仏
法
未
だ
周
せ
ず
。
豊
後
の
民
間
に
寓
す
。
用
明

二
年
夏
四
月
、
帝
、
豫

（た
の
し
）
ま
ず
。
侍
臣
に
語
り
て
曰
く
、
朕
三
寶
に
帰
さ
ん
と
思
う
。

卿
等
之
を
議
せ
と
。
守
屋
、
勝
海
奏
し
て
曰
く
、
先
皇
以
来
、
未
だ
此
の
義
に
非
ず
。
何
ぞ
本
邦

の
神
に
背
き
、
異
域
の
仏
を
奉
ず
る
や
。
蘇
我
馬
子
曰
く
、
已
に
叡
旨
を
承
り
、
何
ぞ
異
議
の
有

る
や
。
是
に
お
い
て
穴
穂
皇
子
豊
國
法
師
の
名
を
聞
き
、
書
を
降
し
招
請
す
。
内
に
入
り
法
を
説

く
。
ま
た
曰
く
、
聖
徳
太
子
、
摂(

註

：
摂
津
国)

の
駒
嶽
に
中
山
寺
を
建
つ
る
。
落
慶
の
日
、
師
を

請
い
て
導
師
と
為
し
、
後
に
住
む
。
豊
日
志
に
曰
く
、
城
原
慶
雲
寺
は
豊
國
法
師
の
創
む
る
所
と
。

按
ず
る
に
今
上
坂
田
、
慶
雲
山
浄
土
院
伽
藍
廃
址
と
い
う
有
り
と
。
土
俗
に
い
う
、
是
、
聖
徳
太

子
の
建
つ
る
所
、
座
主
寺
の
跡
と
。
け
だ
し
、
豊
國
の
旧
址
な
ら
ん
。 

雲
岡
禅
師 

善
鳴
録
に
曰
く
、
雲
岡
禅
師
の
諱
は
栄
珍
。
本
州(

豊
後
国)

直
入
の
人
。
妙
年
、
常

楽
寺
の
雪
渓
和
尚
に
礼
し
僧
伽
と
為
る
。
遊
方
之
初
め
、
平
田
仙
巌
禅
師
に
参
り
、
叩
激
復
回
、

雪
谿
に
侍
る
。
既
に
し
て
世
総
持
を
瑞

（し
る
）
す
。
尋
ね
て
、
龍
谿
、
松
隠
、
常
楽
の
三
寺
に

徒
す
。
ま
た
、
尾
の
龍
淵
を
剏
む
。
宗
風
、
勃

（に
わ
）
に
起
こ
る
。 

釋
了
善 

満
徳
年
譜
に
曰
く
、
釋
了
善
は
大
友
右
京
亮
親
著
の
庶
子
。
母
は
大
塚
氏
。
嘗
て
夫
人

の
妬
を
避
け
舅
家
に
了
善
を
生
む
。
因
り
て
其
の
姓
を
冒
し
、
大
塚
親
右
と
い
う
。
応
仁
元
年

[1
4
6
7
]

、
京
師
に
在
り
。
蓮
如
上
人
の
高
徳
を
聞
き
、
請
い
て
弟
子
と
為
し
、
了
善
と
名
づ
く
。

文
明
二
年[1

4
7
0
]

、
郷
に
還
り
宇
を
結
ぶ
。
満
徳
寺
と
名
づ
く
。
弘
済
化
度
、
豊
肥
の
間
、
道
俗

慕
い
化
す
る
者
、
け
だ
し
十
余
万
人
。 
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雲
室
禅
師 

禅
鳴
録
に
曰
く
、
雲
室
禅
師
の
諱
は
善
端
。
族
縁
詳
ら
か
な
ら
ず
。
嘗
て
本
州
竹
田

の
東
巌
寺
に
住
む
。
尋
ね
て
永
平

（註

：
永
平
寺
）
に
出
世
す
。
雅
な
る
こ
と
古
朴
淳
正
を
以
て

名
を
著
す
。
府
主
中
川
内
膳
正
久
盛
、
師
風
の
徳
を
欽
び
、
請
い
て
顕
考
喪
を
薦
め
、
且
つ
龍
護

山
碧
雲
寺
を
創
む
。 

開
室
善
師 

善
鳴
録
に
曰
く
、
開
室
善
師
の
諱
は
良
展
。
羽
州

（註

：
出
羽
国
）
秋
田
の
人
。
兒

穉

（お
さ
な
）
く
し
て
郡
の
本
明
寺
に
投
ず
。
長
じ
て
遊
方

（註

：
各
地
を
遊
歴
す
る
こ
と
）
す
。

龍
淵
虎
窟
、
足
跡
は
殆
ど
遍

（あ
ま
ね
）
し
。
後
、
総
持

（註

：
仏
法
に
通
じ
る
こ
と
）
に
出
世

し
、
豊
の
竹
田
に
到
り
、
東
巌
寺
に
寓
す
。
府
主
源
久
盛
、
師
の
操
標
を
慕
い
、
寺
を
建
つ
る
。

師
を
延
じ
て
開
祖
と
為
し
、
英
雄
寺
と
名
づ
く
。
荘
田
を
寄
せ
ん
と
欲
し
、
辞
し
て
い
わ
く
、
出

家
乞
士
な
り
、
衣
鉢
の
外
、
何
ぞ
長
物
を
畜

（た
く
わ
）
え
ん
と
。
府
主
、
こ
れ
を
あ
や
し
み
、

歳
、
衣
資
を
寄
す
。
師
、
後
、
寺
の
監
に
の
み
使
う
。
徧

（あ
ま
ね
）
く
肥
筑
の
名
藍
を
叩
き
、

古
録
を
善

（原
註

：
恐
ラ
ク
ハ
繕
の
衍
）
写
す
。
正
保
二
年[1

6
4
5
]

、
寂
。 

桐
谷
善
師 

善
鳴
録
に
曰
く
、
桐
谷
禅
師
は
何
許
の
人
な
る
か
を
知
ら
ず
。
慶
長
季
年[1

6
1
5
]

、

本
州
竹
田
の
近
戸
谷
に
到
る
。
迹
草
菴
晦
く
、
孤
間
を
淹
守
す
。
府
、
居
士
素
単
有
り
。
官
の
暇
、

屢

（し
ば
し
ば
）
来
た
り
。
指
禅
の
昧
を
染
む
。
是
に
於
い
て
府
主
久
盛
、
師
の
徳
素
を
挹

（く
）

み
、
使
い
を
遣
わ
し
て
こ
れ
を
招
く
。
師
曰
く
、
古
の
人
の
道
を
問
う
。
千
里
遠
か
ら
ず
。
主
儻

（す
ぐ
れ
）
て
求
め
有
り
。
我
に
即
ち
来
る
べ
し
。
致
す
べ
か
ら
ず
。
主
、
嘆
き
て
曰
く
、
信
か

な
、
其
の
言
。
す
な
わ
ち
礼
容
を
整
え
、
草
菴
を
造
る
。
遂
に
玄
極
を
譚

（は
な
）
す
。
主
、
師

と
為
し
招
提
を
営
む
。
師
曰
く
、
雨
露
、
頭
を
湿
さ
ず
、
則
ち
足
か
な
。
主
聴
か
ず
、
七
里
灘
の

北
に
就
き
て
禅
宇
を
経
営
す
。
師
を
延
じ
て
住
む
。
高
流
寺
と
名
づ
く
。 

雪
牕
禅
師 

多
福
行
由
録
に
曰
く
、
雪
牕
和
尚
の
別
号
は
虚
舟
。
姓
は
池
田
。
直
入
郡
松
本
の
人
。

母
が

一
厖
眉
の
珠
を
投
げ
て
之
を
呑
む
を
夢
み
る
。
娠
有
り
。
纔

（わ
ず
か
）
に
襁
褓
し
難
く
、

仏
像
を
見
る
毎
、
必
ず
胡
跪
合
掌
す
。
父
母
、
夢
の
事
を
憶
い
、
且
つ
志
の
茲
に
在
る
を
知
る
。

玉
来
の
眞
正
寺
に
よ
り
祝
髪
す
。
年
十

一
。
海
部
の
善
正
寺
に
至
る
。
両
寺
咸

（み
な
）
専
念
の

教
え
を
業
と
す
。

一
日
歎
じ
て
曰
く
、
教
海
渺
茫
、
沙
を
算
し
何
ぞ
益
。
適
夢
み
る
は

一
山
に
登

る
。
楼
閣
壮
麗
。
寤

（さ
め
）
て
以
て
吉
徴
と
為
す
。
其
の
翌
、
多
福
寺
密
和
尚
に
投
じ
更
衣
す
。

慶
長
十
八
年[1

6
1
3
]

、
居
す
こ
と
幾
も
無
く
、
直
ち
に
駿
州
に
抵

（あ
た
）
り
鉄
山
祖
翁
に
見
ゆ
。

ま
た
、
四
方
を
雲
遊
す
。
東
都
に
出
づ
。
名
は
宰
輔
の
間
に
喧
し
。
会
津
少
将
正
光
の
師
に
就
き
、

禅
要
を
諮
問
す
。
謝
す
る
に
金
襴
の
法
衣
を
以
て
す
。
臼
杵
府
主
の
越
智

一
通
、
我
が
郷
よ
り
此

の
儁
彦
の
出
づ
る
を
喜
び
、
多
福
寺
を
以
て
、
こ
れ
を
奨
む
。
慶
安
二
年[1

6
4
9
]

三
月
、
圓
寂
。

仏
智
丕
昭
禅
師
と
勅
諡
す
。 

 

烈
女 

膳
臣
内
侍 

豊
日
志
に
曰
く
、
直
入
郡
擬
大
領
の
善
臣
廣
雄
の
女
。
弘
仁
中[8

1
0
-8

2
4
]

、
采
女

と
為
る
。
容
姿
艶
麗
、
性
行
温
雅
。
学
を
好
み
詩
を
善
く
す
。
辞
藻
後
宮
に
冠
す
。
故
に
以
て
特

に
恩
寵
有
り
。
典
書
と
為
り
、
内
侍
を
兼
ね
る
。
承
和
九
年[8

4
2
]

、
上
皇
崩
ず
。
後
、
郷
に
還
り

尼
と
為
り
仏
を
奉
ず
。
世
、
賢
媛
と
称
す
。 

清
良
氏 

清
良
某
は
世
、
禰
疑
野
の
祠
廟
の
令
と
為
る
。
天
正
中[1

5
7
3
-1

5
9
2
]

、
大
友
宗
麟
、
尚

左
道(

註

：
「左
道
」
は
キ
リ
ス
ト
教
を
指
す
）
を
尊
し
、
神
祠
を
滅
却
す
。
或
い
は
其
の
使
を
賂

し
、
以
て
免
を
得
る
者
、
最
も
多
し
。
既
に
使
者
至
り
、
命
を
告
ぐ
。
将
に
神
祠
を
焼
か
ん
と
す
。

清
良
に
女
有
り
。
こ
れ
を
聞
き
大
い
に
怒
る
。
親
の
長
槍
を
提
し
、
出
で
て
曰
く
。
君
公
何
ぞ
左

計
し
此
の
命
有
る
や
。
然
る
べ
か
ら
ず
。
苟

（い
や
し
く
）
も
神
宮
を
涜
す
者
有
ら
ば
、
妾
が
悉

く
こ
れ
を
殺
さ
ん
。
衆
、
懼
れ
て
亡
ぶ
。 
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文
苑 

名
欲
山 

 

萬
葉
集 

名
欲
之
娘
子 

安
須
與
利
波 

 
 

（あ
す
よ
り
は
） 

和
礼
波
古
比
牟
奈 

（わ
れ
は
こ
ひ
む
な
） 

原
註

：
牟
、
原
本

「年
」
ニ
作
ル
、
居
間
本
集

ニ
ヨ
リ
改
ム 

南
保
里
也
麻 

 
 

（な
ほ
り
や
ま
） 

以
波
布
味
奈
羅
之 

（い
は
ふ
み
な
ら
し
） 

幾
美
古
衣
以
奈
婆 
（き
み
こ
え
い
な
ば
） 

 

藤
井
連 

伊
能
知
袁
之 

 
 

（い
の
ち
お
し
） 

末
志
比
左
之
可
連 

（ま
し
ひ
さ
し
か
れ
） 

奈
保
利
也
麻 

 
 

（な
ほ
り
や
ま
） 

以
波
布
美
南
良
之 

（い
は
ふ
み
な
ら
し
） 

満
多
麻
太
母
古
武 

（ま
た
ま
た
も
こ
む
） 

 

朽
網
山 

 

萬
葉
集 

 
 

玖
多
美
也
麻 

 
 

（く
た
み
や
ま
） 

 
 

由
布
為
留
久
毛
乃 

（ゆ
ふ
な
る
く
も
の
） 

 
 

宇
須
呂
我
婆 

 
 

（う
す
ろ
わ
ば
） 

 
 

和
礼
波
古
飛
牟
奈 

（わ
れ
は
こ
ひ
む
な
） 

 
 

岐
美
我
安
太
里
乎 

（き
み
が
あ
た
り
を
） 

  

夫
木
集 

 
 

久
多
味
也
末 

 
 

（く
た
み
や
ま
） 

 
 

久
智
多
天
利
斗
也 

（く
ち
た
て
り
と
や
） 

 
 

於
母
婦
良
武 

 
 

（お
も
ふ
ら
む
） 

 
 

志
羅
連
奴
太
耳
乃 

（し
ら
れ
ぬ
た
に
の
） 

 
 

麻
都
乃
布
留
延
乎 

（ま
つ
の
ふ
る
え
を
） 

 


